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1974年10月3日 、 地 区 代 表 セ ミナ ー に お け る 説 教

r長 亀

一
十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

兄弟たち、あなた方は長老 という職

をどう心得ておられ るだろうか。だれ

かが こう尋ねる6「 教会でのあなたの

神権の職は何ですか司

するとこういう答えが返って くる。

「ただの長老ですよd

ただの長老 と言えるのだろうか。十

二使徒評議屓 の兄弟たちが長老 と呼ば

れるのを誇 りに感 じ、また大管長に対

す る敬称 として 「第一の長老」 という

名称が用いられることが啓示 され(教

義 と聖約20：2、5)、 さらに数百万

の人々が聖なる神殿での身代 りの儀式

によってこの長老の職に聖任されると

いつのに。

ただの長老と言えるのだろうかbこ

の職により人は新 しくかつ永遠の誓約

に入って妻子 と永遠の絆で結ばれる。

また自らの子孫の祝福師 として永遠に

イスラエルの家の中でその位置 を占め

るための備 えをさせるのもこの職であ

る。さらに主の宮居において完全なる

祝福 を受けるのに必要なのもこの職で

あるし、日の光栄の最高の天界での永

遠の昇栄の扉を開 くのはまさしくこの

職なのである。そして人はその最高の

位 を得て神 と似た者 となる。

ただの長老 と言えるのだろうか。長

老は、福音を宣べ伝 え、神の王国を建

設し、聖徒 たちを全 き者 とするために

聖任された人である。 また長老は神に

仕 える者であ り、その言葉はすべて聖

典の言葉 である。そしてこの職は 「天

の王国の奥義 を受 くる特権 を有し∴諸

々の天は彼 らに開かれ、神の 『長子』

の教会 とその総集い との親 しき交通 を

享け、父なる神 と新 たなる誓約の仲保

者イエス との臨在 と親 しき交通 とを享

くる」：職なのである。

(教義 と聖約107二19参 照)

ただの長老 と言えるのだろうか。教
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会 の 長 老 の 持 つ 神 権 は 大 管 長 の 持 つ 神

権 と同 じだ とい うの に 。 い か な る 使 徒

とい え ど も、 永 遠 に お い て 、 完 全 な る

福 音 の律 法 に 忠 実 に 生 活 し た長 老 よ り

も高 い位 に 昇 栄 す る とい う こ とは ない

の で あ る。

長 老 とは どの よ うな 人 で あ ろ うか 。

長 老 は 主 イエ ス ・キ リス トの教 職 者 で

あ り、 聖 な る メル ケゼ デ ク神 権 を持 っ

て い る。 す な わ ち 同 胞 に 教 え を説 くに

あ た って 、長 老 の 長 で あ る主 に 代 わ っ

て 働 くよ う委 託 さ れ て い る主 の 代 理 人

な の で あ る 。 そ の 使 命 は 福 音 を宣 べ 伝

え、 聖 徒 を全 き者 に す る こ とに あ る 。

長 老 とは どの よ うな 人 で あ ろ うか 。

長 老 は 羊 飼 い で あ る。 良 き羊 の 群 れ の

た め に働 く羊 飼 いで あ る。 こ う記 さ れ

て い る。 「あ な たが た は わが 羊 、 わ が

牧 場 の 羊 で あ る。 わ た し は あ な た が た

の 神 で あ る と、 主 な る神 は 言 わ れ るd

(エ ゼ キ エ ル34：31)さ らに 使 徒 の 時

代 に 第一 の長 老 で あ っ たペ テ ロは こ う

書 き送 っ た 。 「そ こ で 、 あ な た が た の

うち の長 老 た ち に勧 め る 。 わ た し も、

長 老 の ひ と りで あ る… … あ な た が た に

ゆ だ ね られ て い る神 の 羊 の群 れ を牧 し

な さ い。 しい ら れ て す る の で は な く、

本 心 か ら、 そ れ を しな さ い 。 ま た 、 ゆ

だ ね られ た 者 た ち の 上 に 権 力 をふ る う

こ とを しな い で 、 む し ろ 、群 れ の 模 範

とな，るべ きで あ る 。 そ うす れ ば 、 大 牧

者 が 現 れ る 時 に は 、 しぼ む こ との な い

，栄 光 の 冠 を受 け る で あ ろ うd(1ペ テ

ロ5：1-4)主 の 王 国 に あ っ て 常 任

教職 者 で あ る長 老 は 、 神 の 羊 の群 れ を

牧 し、 監 督 し、 群 れ の模 範 とな る よ う

命 じられ て い る とい う こ とを知 っ て い

ただ き た い 。

長 老 とは どの よ うな 人 で あ ろ うか 。

「主 『み た ま』 に よ りて そ の 教 会 の長

老 た ち に 言 う。 い ざ、 汝 らの悟 らん た

め に われ ら共 に 論 ぜ ん 。 … … こ の 故 に 、
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主なるわれ汝 らにこれ を問 う。そ もそ

も、汝 らは何のために聖職 の按手任命

を受けたるか。真理 を教 えんために遣

わされたる 『慰め主』、すなわち 『み

たま』によりてわが福音を宣べんため

なりd(教 義 と聖約50：10、13、14)

長老 とは、人の救いのために福音 を教

えるよう遣わされた主の代表者なので

ある。

キリス トは人のために命 を捧げられ

た。人の値はそれほど大いなるもので

あ り無限なのである。それをだれが測

り得よう。そして人の値がそれほど大

きいのであれば、その人を天父の王国

に連れて行 くよう委託 されている長老

の値 は、 どれほど偉大であろ う。では、

すべ ての長老が羊の群れを牧 し、監督

し、群れの模範 となるのだろうか。予

言の答えに耳 を傾けてみよう。 「主な

る神はこう言われる、わざわいなるか

な、自分 自身 を養 うイスラエルの牧者。

牧者は群れを養 うべ き者ではないか。

……あなたがたは弱った者を強 くせず、

病んでいる者 をいやさず、傷つ いた者

をつつ まず、迷い出た者を引き返 らせ

ず、うせ た者 を尋ねず、彼 らを手荒 く「

きびしく治めている。……主なる神は

こう言われる、見よ、わたしは牧者 ら

の敵 とな り、わたしの羊を彼 らの手に

求め……。」(エ ゼキエル34：2、4、

10)

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会は、

地上におけ る神の王国である。民主制

でも共和制でもないし、寡頭制 でも独

裁制で もない。王国なのである。上か

ら下への関係であ り、主が言われたこ

とに僕が従 う。長老は世に出て行 き、

人々は長老から教えを受けるのである。

私たちに課せ られた責任で、今非常

に必要 とされている事柄は何であろう

か。それは、長老たちを全 き者にし、

群れの牧者 とすることである。そうす

れば、羊が神の言葉に飢えて死ぬ よう

なことはないだろう。今 日教会にお'い

て最 も必要 とされていることは、長老

たちを訓練 し、彼らが 「主の羊の群れ

の牧者」 となれ るようにすることであ

る。

長老たちの救いの源 ととなるものは

何であろう。秘法は何 もない。何の努力

も払わずに不活発な人を活発にして し

まう魔法のつえなど存在 しないのであ

る。私たちに与 えられているのは、教

会の非の打ちどころのないプログラム
　

である。そして、人生 を福音の祝福 に

満ちたものに したいと願っている人々

の胸 を打つものが、必ずや そのプログ

ラムの中にあるのである。私たちはこ

の問題 を処理 しようとするとき(他 の

いかなる問題 もこれ と同様であるが)、

完全な承認を得 られる解決は、神権 コ

ー リレー ションの枠内で行なわれると

・いうことを念頭に置いて、処理す る必

要がある。

神権 コー リレーションとは何であろ

うか。 これは教会の管理運営制度 で、'

教会の全プログラムをひとつのプログ

ラムにまとめて運営するものであ り、

教会の全会貝 を参画させ るものである。

この制度は、現在の教会組織の枠 内で

運用 しなければならない。問題が生ず

るたびごとに委員会や別の組織 を作 り、

その解決をはかるという方法が長い間

取 られてきた。しか し私たちは啓示さ

れた神権組織 を利用する。つ きり教義

と聖約第20章 にあるように、ホームテ

ィーチャー を使 い、またワー ド部神権

役員会、コー リレー ション評議会を通.

して 神権および補助組織間の相互調

整をはかるのである。ハロル ド・B・

リー大管長は神権 コー リレー ションを

「単に神権 を主が置かれたところに置

き、家族が本来の機能を果たせ るよう

援助するものである」 と定義した。
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教会プログラムの運営に関 して指針

となる3つ の基本原則が、神権 コー リ

レー ションにはある。それは次の基本

概念から導 き出される。家族はこの世

にあっても永遠にわたっても、最 も重

要な組織であ り、教会なちびにそのす

べての組織は、奉仕機関 として家族 を

助ける立場に立つ。ホームティニチャ

ーは主 と監督と神権指導者の代理人で

あり、父親や家族、個人が教会ならび

にそのすべての組織か ら助けを受け ら

れるように援助す る。従って神権 コー

リレーションの三原則は次の通 りであ

る。

1.す べての事柄は家族 と個人を中

心にして行なわれる。家族 と個人は教

会においてあらゆる事柄 を行なう。伝

道、系図、個人の福祉について責任が

あるのは家族ならびに個人である。教

会は、家族および個人のこの第一の責

任 を肩代わ りするため、宣教師 を召 し

た り、委員会を設げたりはしない。ワ

ー ド部の神権系図活動につ いて責任が

あるのは、大祭司グループ リーダーで

はない。ワー ド部やステーキ部の伝道

活動について責任 を負 うのは、ステー

キ部宣教師や専任宣教師ではない。双

方共責任は家族 と個人にあ り、教会に

あって特別な職 に召されている人々は、

家族 と個人を助けるだけである。

2.教 会 ならびにそのすべての組織

は、奉仕機関として家族を助ける立場

に立つ。宣教師や委員などいろいろな

分野において召されている専門家は、

家族 を助け るために召されているので

ある。従って子供 を光明 と真理の内に

育て、彼 らに福音の原則を教 えるのは、

教会の組織ではなく両親である。教会

の組織は、両親が主 より与えられた仕

事を果たすのを援助するために設け ら

れている。正確 に言えば、私たちが宣

教師を助けるのではな く、宣教師が私

たちを助け るのである。隣人に警告 を

与えるのは私たちの第一の責任であり、

たとえば専任宣教師のような人々は、

教えるという段階で私たちを助けるよ

うに召された専 門家であると言えよう。

3.ホ ームティーチャーは主 と監督

と神権指導者の代理人であり、父親や

家族、個 人が教会ならびにそのすべて

の組織か ら助けを受けられるように援

助す る。教会のホームティーチング制

度の最大の弱点が、利用されないまま

に放置されているという点にあること

は、疑いのない ところであろう。ホー

ムティーチャーにその本来の仕事を行

なわせずに委貝会のような ものばか り

やたらに作 り、それでいてなぜ ホーム

ティーチャーはやる気がないのだろう

か、と不思議がっているのである。長

老を訓練 したい と思 うならば、新たな

組織などは設ける必要はない。ホーム

ティーチャー をよく働かせ、今ある組

織 を十二分に活用す ることである。

教会はすべての長老を必要 としてい

る。ひとり残 らず。教会は完全になら

なければな らず、また福音は生け.る者

すべてに宣べ伝 えられなければならな

い。今 より も大勢の宣教師がいなけれ

ば、全世界35億 の人々に教える道は閉

ざされて しまうのである。私たちには

助けが必要である。そしてそれは、不

活発な長老および長老見込み会員から

始めなければならない。

義務 を果 たそうとしない長老を活発

にさせるのは、だれの責任だろうか。・

優先順位 を明確にしよう。第一のしか

も最大の責任はその長老 自身にある。

彼はバプテスマの ときに主に仕えると

誓約 している。そ して大神権を受けた

ときには、その召 しを全力を尽 くして

遂行す ると約束 したのである。問題は

自分 自身の救いである。主のみもとに

帰 り主の祝福 を求める義務はその人個

人にあるのである。

長老の活発化の第二の責任は家族に

ある。救いは家族に関わる事柄である。

教会の行事に参加 して得 られる最大の



祝福は、個人 と家族に もたらされる。

その中でも主流 を占めるのが、永遠に

わたって家族の絆を保つ ことができる

という点であろう。

個人と家族の次に来 るのが教会であ

り、教会は救いを得させ るところであ

る。教会は主の組織であ り、あらゆる

人々は、主のみ前に行 くために何をし

なければならないか を教会 を通して知

る。ほとんどの場合 、活発化の最初の

段階は、教会のある特定の地位にある

人がその不活発な人に働 きかける とい

っことから始まる。たとえばその人の

ホームティーチャーなどである。活発

化をはかる上で、教会への出席 を細部

にわたって規定するようなことは、私

たちの目的でもなければ本領 とすると

ころでもない。進め方はいろいろあり、

、匹lllll」Ll慨巳沼LIIIIII」Ll曲馳」Llllh」 」II隔」」Llllll」LlllllL』lllh」Llll回Ll偲1巳1」Lll暢回L曲 幽6Ll曲駈LLlll凸凶LIIh【」LIII恥圖Lllllll6Lllllh△llllh6Ll曲 」」Lllllh6L伽lllll4Ll曲L」L1縄h」Lllllll4Lllll回Lllllll」」lllll4Llllll」4」IIM」111}1」」llh`

キ部長はステーキ部の管理長老であ り、

ステーキ部 メルケゼデ ク神権委貝会の

長 として働 く。そしてこの業の遂行を

ステーキ部長か ら委任されたひとりの

副ステーキ部長が、副委員長を務める

のである。ステーキ部長はステーキ部

メルケゼデ ク神権委貝会から援助 を受

けるが、それ と同時にステーキ部内に

おけるあらゆる資力を、可能な限 り活

用す ることができる。またステー キ部

長は高等評議貝に2、3の 定員会 を援：

助 し、共に働 くよう割 り当てるこ とも

できる。 しかしながら、ステーキ部長

が再活発化において特に優先 して活用

しなければならないのは、監督 と長老

定員会の会長の働 きである。

高等評議貝は揺 るぎない信仰 と良識

を具 え、霊的にも成熟 した人で、ステ

ーキ部内においても最 も有能な人々で

ある。彼 らはステーキ部長の 目であり

耳であ り声であると言えよう。ステー

キ部メルケゼデ ク神権委貝会に属する

一人一人の高等評議貝が
、ステーキ部

における主な割当て として2、3の 長

老定貝会に対 して援助 と指針 を与える

特権を得た としよう。彼は、長老定員

会の運営の実権 を奪 ってしまうことが

ないように十分注意する必要がある。

教会における広汎で豊富な経験 を基 と

して、 どのような忠告 をするのが賢明

であ り正 しいのか をよく考 えなければ

ならない。

ステーキ部長の行なう仕事の中で、

次の3点 以上に重要なものはない。す

なわち(1)定 員会指導者 を訓練す る、

(2)長 老定員会会長 と定期的に会い、

指示 と割 当てを与える、(3)長 老定員

会会長 との神権個人面接 を定期的に行

(副ステーキ部長に委任 して もよ

、ということである。

長老定員会はワー ド部ごとに組織 さ

れる。ワー ド部に所属する長老見込み

会貝は全員定員会に集い、長老 と同 じ

訓練 と指示 を受ける。 これによって彼

らは、メルケゼデク神権 を受け、定貝

会の会員になる準備をす るのである。

長老定員会会長はすべての長老および

長老見込み会貝 を見守 り、強める責任

を持つ。

長老の再活発化について、監督は個

人的に非常 に重要な役割 を果たす。監

督はワー ド部 を管理す るイスラエルの

判士である。彼は什分の一 と献金を受

け取 り、神殿推薦状 を発行す ることが

ふさわ しいか どうか を決定す る。また

監督はメルケゼデ ク神権の職に昇進す

る人を推薦す る。彼は兄弟たちをワー

ド部の中の責任に召す。また管理大祭

司 としてワー ド部神権役貝会やワー ド

部評議会を管理 し、長老定員会会長 を

は じめ、会の構成員に助言 を与える。

監督は長老定員会会長か ら神権評価 を

受ける。，

しかし再活発化プログラムの実際面

での詳細にわたる運営は、長老定員会

会長に任せなければならない。定員会

会貝の管理は会長が行 なうべ きである。

彼は 「共に会議を開きて誓約に従いて

これを教」えなければならない。(教

i義と聖約107：89)定 員会会長は、定

員会に属す る人々の物心両面にわたる

福祉に対 して責任 を持つ。そ して彼ら

を天父の王国に導 くのである。 また長

老定員会会長の責任は、ワー ド部の長

老見込み会員まで及ぶ。監督を除き、

ワー ド部にあって長老定員会会長ほど

の責任を持つ人は他 にいるだろうか。

兄弟たちの再活発化 という責任があ

まりに も重過 ぎるために、このプログ

ラムは してもむだだ と思っている長老

定貝会会長 も少なからずいることだろ

う。 こう思 うひ とつの理由は、不活発

会員 を救 うために何か特別なプログラ

ムや システムを工夫 しなければならな
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いという追い立て られたような気持が

長老定員会会長の側にあるということ

である。 しかし実際には、再活発化の

方法はすでに備えられているのである。

その方法はどこでも利用で き、また容

易に運用することができる。 またその

方法 を用いれば、重荷は多くの人々の

肩に分かたれ、そのくびきは負いやす く

荷は軽 くなる。

再活発化の過程は次の通 りである。

(1)ホ ームティーチャー を使 う、(2)

教会ならびにそのすべてのプログラム

を利用する、(3)定 員会，自体 を正 しく

運営する。最も効果的な再活発化の方

法は、一対一で、また家族対家族で行

なう方法である。すなわち個人的な接

触であり、友だちになることであり、

フェローシップである。これをなすに

ホームティーチャーほど適格な人はい

るだろうか。ホームティーチャー を使

って再活発化 をはか ろうでばないか。噛

ホームティーチングに代わるものは

ない。長老や長老見込み会員の再活発

化のために特別なフェロー シップ委員

会 を召す必要はない。フェローシップ

活動のために特別 な召 しを行 なった り、

特別な割当てをした りす る必要はない

のである。私たちはホームテ ィーチャ

ーを使 う。ホームティーチャーのこの

働 きは啓示によって命 じられたもので

ある。ホームテ ィーチングは教会にあ

って最 も有力な手段 と言える。ホーム

ティーチャーは教会員の家庭 を訪れ、

聖徒 を見守 り、強め、彼 らの生活の中

に芽1曲なことがな く家旗がその義務 を

よく果たすように配慮するのである。

再活発化の見通 しが全 く立たず、た

とえ何か を行なったとして も失望は火

を見るよ り明 らかだ とい うような極端

な例について考 えてみよう。これでも

何か しなければならない。何かを始め

なければな・らないのである。ホームテ

イーチングはその荷を軽 くして くれる。

もしも活発な長老一人一人が、ホーム

ティーチャー として二対一で、または

家族対家族で他のひとりの長老 とその

家族に対する責任 を果たすならば、そ

して各長老が誠実に、熱意 を持って義

務 を遂行す るな らば、再活発化のため

に今 までの2倍 の長老を使 うことがで

きるようになるまで、何 ヵ月も要 しな

いであろう。これは容易ではない。 し

かしできないことはない。可能なので

ある。

ホームティーチャーには権威がある。

彼 らの召 しは正式な召 しで ある。監督、

定員会会長、そして主によって召され

るからである。ホームティーチャーは

担当家族のもとをしば しば訪れなけれ

ばな らない。そしてそこで家族のため

に教義 と聖約第20章 に挙げ られている

事柄 を行 なう。ホームティーチャー と

その家族は不活発な家族 をラェローシ

ップする。その際、社交や レクリエー

ション活動が役立つであろう、中でも

家庭の夕べか ら進めてい く方法は最適

である。月曜以外の 日に家庭 の夕べ を

開き、不活発会員を招待する。その際

家族全員が友だちになり、福音の教え

を述べ ることを忘れてはなちない。ホ

ームティーチャーは担当の家族 を
、定

員会やそれに伴 う教育や活動の機会に

招待す るとよい。

すべての定員会会長は、活発不活発

の別な く、できるようになった段階で

仕事会や定員会活動に参画するように

求め られて然 るべ きである。奉仕は救

いに欠かせない ものである。

神殿に参入し、祝福にあずかる機会

をもつよう家族に勧めるためのプログ

ラムを催 してもよいという承認が、大

管長会より与えられている。伝道その
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他 の責 任 の た め に 、 特 別 な セ ミナ ー を

開 い て も よい 。 また 、 す べ て の 教 会 員

は 、教 会 の 責 任 をひ とつ は 受 け るべ き

で あ る 。 さ ら に 、会 員 は病 人 に癒 しの

儀 式 を施 す 方 法 を知 っ て お く必 要 が お

る。 そ うす る と きに 、 定 員 会 の フ ェ ロ

ー シ ッ ピ ン グ活 動 は
、 限 りな く効 果 を

現 わす よ うに な る の で あ る。.

御 存 知 の よ うに 、 活 発 化 プ ロ グ ラム

は次 の9つ の 方 法 に ま とめ る こ とが で

き る。(1)各 個 人 を知 る 、(2)ホ ー ム テ ィ

ー チ ャー を召 す
、(3)個 人 的 な 関 係 を築

く、(4)家 族 を通 して フ ェ ロ ー シ ップ す

る、(5)定 員 会 の 社 交 活動 を催 す 、(6)責

任 を与 え る 、(7)福 音 に 基 づ く真 理 を教

え る、(8)進 歩状 況 を検 討 す る 、(9)個 人

面 接 を行 な う。

定員会の行なえる最 も顕著でかつ重

要な事柄のひ とつは、その会員に救い

の教義を教 えることである。 「信仰 は

聞 くことによる」 と、パ ウロは語って

いる。・その意味は、人は正 当な権能を

有する者から、聖霊の力に助けられて

福音の真理を聞 くときにのみ、その心

に信仰 を生 じるということである。(ロ

ーマ10：14 、15、17参 照)

長老定員会は一種の予言者の塾でな

ければならない。そこにおいてすべて

の長老 と長老見込み会員は、この世に

おいて平和を得、来たるべ き世におい

て永遠の生命を受けるために家族 と共

に何をしなければな らないかを学ぶの

である。

私たちは、四大標準聖典 をその まま

神権者の学習教材 として用いている。

すべての長老 と長老見込み会員は、聖

典に記されているあ らゆる事項 をよく

読み、深 く思いめ ぐらし、そのことに

ついて祈るべ きである。私たちは、知

識の源か ら直接に学ばなければならな

い 。

しか し、学習資料 とともにレッスン

の主題についての参照聖句を挙げたテ

キス トも発行 されている。 この新 しい

方法によ り次のζとが行なわれる。(1)指

定された標準聖典 を完全に初めから終

りまで読む、.(2)標準聖典か らの引用聖

句を参照して、(教 義 と義務の両方の

レッスンで取 り上げられた)主 題 ごと

に研究 し学ぶ。この定員会の新 しい学

習方法では、クラスに聖典 を持参する

ことは不可欠である。否、最 も大切 な

ことである。これはキンボール大管長

が特に個人的に要請 している点でもあ

る。十二使徒会地区代表のディーン ・

ラーセン兄弟から、大祭司グループ リ

ーダーのあるレッスン教師の話を聞い

たことがある。その教師は、クラスで

こう語ったそうである。 「今朝のレッ

スンの予習をし、標準聖典 を持ってき

た方はいますか。」返答は全 くなかっ

た。そこで彼は言った。 「こんなこと

では レッスンをす るわけにはいきませ

ん。今 日のレッスンは中止に します。」

その結果 、会員 は各 自聖典 を持参す

るよ.うに なった との こ とである。週

一回の短いレッスンは、学習 とい う大

海の中のわずか一滴にしかす ぎない。

しか し新 しいレッスンめテキス トは、

聖典の個 人学習 を促 し、同時 に家族

そろって学習できるようその機会を提

供す るもの として企画 されているので

ある。

日曜学校には、改宗 と活発化の援助

を与えるクラスが特別 に設けられてい

る。それは、福音の基礎 クラスである。

この クラスでは、12回 を周期 として基

本的な主題に基づ くレッスンを扱って

いる。従 って、この コースを終えた人

は、福音の教義 クラスに入る。またホ

ームティーチャーは、担当家族が何の

レッスンを学んでいるかをいつ も知っ

てお き、ホームティーチングの定期訪 『

問ではそれ と同じものについて考 える。

なお、福音の基礎 クラスのレッスンを

受けるよう推め られているのは、求道

者ならびに新 しい改宗者、長老見込み

会員、活発でない長老である。

私たちが勧め、促 したいことがもう

ひとつある。しか もこれは しばしば見

過ごしにされていることである。それ

は、すべてのワー ド部に聖歌隊 を置 く

という教会の方針である。歌の上手な

長老 と長老見込み会員が全員この聖歌 、

隊で歌 うようにできれば、非常に素晴

らしい。また、ワー ド部あるいはステ

ーキ部の集会で特別に時間を取って、

長老のコーラスを発表できるようにし

てもよい。ステーキ部長は、年に一度

程度、ステー キ部大会で神権者のコー

ラスを発表す るとよい。 しかしもちろ

£46
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ん、ワー ド部聖歌隊が教会音楽プログ

ラムで最 も重要な役割 を演 じることは

言うまでもない。シオンの歌は心 を新

たにする力を持 っている。そ して主が

言っておられ るように、私たちが歌 う

とき、主はそれを喜び とされるのであ

る。 「すべて心の歌は、われの悦びな

り。然 り、義 しき者の歌はわれに対す

る祈 りな り。彼 らの頭に祝福 を与えて

その応えとなさん。」(教 義 と聖約25

：12)

改宗は必ず、効果的な伝道活動に伴

ってあるものである。しか し、18歳 で

長老に聖任され、専任宣教師 としての

奉仕 を控 えている兄弟たちには、特別

な注意 を払 う必要がある。彼 らはこれ

まで、何年 もの間監督か ら援助 と励 ま

七 とを受けてきた。従って定員会会長

は一歩踏み込んで、彼 らがふさわしく、

資格 を保持 して、召 しの 日を待てるよ

う、あらゆる手 を尽 くさなければなら

ない。長老は宣教師乏 なるように求め

られている。主はもっと大勢の宣教師

を欲 してお られる。従って教会のすべ

ての若人は、伝道に従事すべ きである。

宣教師 としての奉仕 は、いかなるもの

にも優 って若人に祝福 をもたらす もの

である。それゆえ長老定員会は、すべ
ようむき

ての若人を 「主の用向を有てる者」(教

義 と聖約64：29)に し、主の福音 を宣

べ伝え、主のメッセー ジを他の子 らに

宣言す ることに最大の努力 を傾 ける教

会の組織 とならなければならない。

長老定員会会長は伝道に関 してどん

な義務 を負っているのだろうか。すべ

ての若 い長老を伝道の召 しに備 えさせ

るために、長老走員会会長 は何 をすべ

きだろうか。まず、道徳上のふさわし

さを保てるように、特にそれに関連 し

て福音 を教 えることができる。また、

伝道のための預金口座 を持ち、モルモ

ン経 を読み、証 を強め、伝道のレッス

ンを勉強 し(教 会に活発でない兄弟の

家庭でそれ を実際に教える機会 を持つ

ことができる)、 求道者 を見つけ、伝

道活動 の精神 を感 じ取 るようたえず励

ます こともできる。長老定員会会長は、

これ らを通 して導 き、励 ますことがで

きるのである。

先ごろ、「メルケゼデク神権手引き」

の改訂版が出版された。見ていただけ

たらおわか りになると思 うが新版は形

式が全 く改 まり、従来のもの と違って

原則が多 く 方洪論は少な くなってい

る。神権指導者は、これまでにな く正

しい原則を学び、取 るべ き方法を間違

いな く選択する必要に迫 られることだ

ろう。定員会の諸事 を正 しく果たすた

めに、かつてな く豊かな霊感が現在必

要 とされているのである。

しか し、すべてこれらの事柄には必

ず報いが伴 う。

目 を あ げ て 畑 を見 な さ い 。 は や

色 づ い て 刈 入 れ を待 っ て い る 。

刈 る者 は 報 酬 を受 け て 、 永 遠 の 命

に至 る実 を集 め て い る。(ヨ ハ ネ

4：35、36)

見 よ、畑は早白 くして刈 り入れ

を待て り。故に刈 り入れん と欲す

る者は、何 れも勢力をつ くして鎌

を入れ、日の尽 きざる中に刈 り取

りて、神の壬国に於ける永遠の救

いをその身 と霊 とのためにた くわ

うべ し。(教 義 と聖約6：3)

さて見よ、われ今汝に告 ぐ、す

なわち汝に とりて最 も価値あるこ

とは、汝今の代の人々に悔改めを

宣べて人々をわれに導き、以て彼

らと共に父の御 国に休 まんことな

り。(教 義 と聖約15：6)

で はここで話 を最初に戻そう。 「兄

弟 た ち 、 あ な た方 は 長 老 とい う職 を ど

う心 得 て お ら れ るだ ろ うか 。 」 た だ の

長 老 と言 え る の だ ろ うか 。 こ の世 で使

徒 や 予 言 者 が 所 有 して い る職 は この職

だ け で あ り、 彼 らが 不 死 不 滅 の う ち に

出 て 来 て 、昇 栄 に 入 る と きに持 つ の は

こ の職 の み で あ る 。 ま た 、 この世 に お

い て 平 和 を得 、 来 た るべ き世 に お い て

栄 光 の 冠 を受 け る 門 戸 を開 くの は こ の

職 だ け な の で あ る。

た だ の 長 老 と言 え る だ ろ うか 。 この

世 に あ って も永 遠 に わ た っ て も、 た だ

の 長 老 だ ろ うか 。 「ヨハ ネ の 言 う二 十

四 人 の 長 老 に よ りて何 を理 解 すべ き刎

啓 示 され た 答 え は こ う で あ る 。「ヨハ ネ

の 見 た る こ れ らの長 老 た ち は 、 先 に忠

実 に 導 き と教 え を施 し て死 に た る者 な

りd(教 義 と聖 約77：5)で は ここ で 、

こ の世 に い る 間 忠 実 で 、 後 の 王 国 に お

い て 昇 栄 し た長 老 た ち に つ い て 、 ヨハ

ネ が 記 した 言 葉 を見 て み よ う。 「見 よ、

開 い た 門 が 天 に あ っ た 。 … … す る と、

た ち ま ち 、 わ た し は御 霊 に 感 じた 。 見

よ 、御 座 が 天 に 設 け られ て お り、 その

御 座 に い ます か た が あ っ た 。 … … ま た 、

御 座 の ま わ りに は 二 十 四 の座 が あ っ て 、

二 十 四 人 の 長 老 が 白 い衣 を身 に ま とい 、

頭 に 金 の冠 をか ぶ っ て 、 そ れ らの座 に

つ い て い た 。 」(黙 示4：1，2，4)

た だ の 長 老 と言 え るだ ろ うか 。 彼 ら

は そ の頭 に金 の 冠 をか ぶ っ て い た 。 モ

ー セ は 次 の よ う に 言 って い る 。 「主 の

民 が み な預 言 者 とな り、主 が そ の 霊 を

彼 らに 与 え られ る こ とは 、願 わ し い こ

とだ 」 と。(民 数11：29)私 た ち もこ

の よ う に 言 う こ とは よ い こ とで あ る。

「主 の 民 の 中 の長 老 が み な 忠 実 で 、神

の 羊 の群 れ を牧 し 、 監 督 し 、群 れ の模

範 とな り、彼 らの 仕 え る神 の誉 れ と栄

光 に な る とは 、 願 わ し い こ とだ 」 とg

主 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 、

ア ー メ ン 。
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㌘質疑応答
●

ここで与 え られ ている解 答は､解 決の一助 と

なる もので あ り､教 会の教義 として公 式に宣言

す る もので はない。

｢自分 に証があ るか どうか は､

どうしてわか りますか｣

G･ホ ー マ ー･`ダ ラ ム

ユ タ 州 高 等 教 育 理 事

意 識 の あ る 人 間 な らば､だ れ で もい ろ い ろ な 証 を持 っ て

い ます 。 火 は 熱 い､氷 は 冷 た い､親 切 な 人 も不 親 切 な 人 も

い るな ど と。証 とは､何 か の事 実 を確 立 させ る確 信 で す 。

イエ ス･キ リス トの 福 音 が 真 実 だ とい う こ との証 も､基

本 的 に は､自 然 の法 則 や 人 の 行 動 に つ い て知 る の と同 じや

り方 で得 られ ます 。 つ ま り､望 み と努 力 と経 験 と勉 強 と､

それ に研 究 や 内 省や 実 行 や 試 み に よ っ て で す 。何 か を学 ぶ

と きに は､目 的 を も っ て知 的 に努 力 す る こ とが役 立 つ もの

で す 。 イエ ス は｢神 の み こ こ ろ を行 お う と思 う者 で あ れ ば､

だ れ で も､… …教 が 神 か ら の もの か､そ れ と も､わ た し 自

身 か ら 出 た もの か､わ か る で あ ろ う｣(ヨ ハ ネ7:17)と

教 え られ ま した し､ヤ コブ も｢あ な た が た の う ち､知 恵 に

不 足 して い る者 が あ れ ば､そ の 人 は､と が め もせ ず に 惜 し

み な くす べ て の 人 に 与 え る神 に､願 い求 め るが よ い 。… …｣

(ヤ コ ブ1:5)と 言 っ て い ます 。

予 言 者 ジ ョセ ブ･ス ミス が 回復 し た キ リス トの福 音 が 真

実 な こ と､神 は生 きて お られ､私 た ち の祈 りを 聞 い て 答 え

て 下 さ る こ と､イ エ ス･キ リス トが 世 の 救 い主 で あ る こ と

そ して 権 威 あ る神 権iの系 統 を通 じて こ の 教 会 を導 い て お ら

れ る こ と､求 め る 人 に は 神 様 の 導 きが あ る こ とな ど､証 は

い ろい ろ な方 法 で､ま た さ ま ざ ま な 経 験 か ら得 られ ます 。

一 般 に
､そ の よ うな神 聖 な宣 言 をす る上 で の 能 力 や 自信 や

気 持 は､(!)望 み(2)研 究(3>実 行(4)祈 り か ら生 まれ ま

す 。 研 究 は知 識 の扉 を開 い て くれ ます 。 主 の み心 を｢行

な う｣に は､ま ず そ の み こ こ ろ を知 ら な くて は な りませ ん 。
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実 行､す な わ ち得 た知 識 を実 際 に 使 っ て 応 用 す るこ とは 知

識 を試 す 実 験 室 の よ うな もの で す 。 研 究 と実 行 と､そ れ に

祈 りを加 え れ ば､目 的 の あ る 知 的 な努 力 が で き ます し､聖

霊 の確 認 も得 られ ます 。

自分 に証 が あ る か ど うか は､ど う して わ か るの で し ょ う

か 。

一 番 の 方 法 は
､自 分 の 奥 底 に あ る 感 情 を正 直 に 表 現 して

み る こ とで す 。 疑 い を こ とさ ら拡 大 し よ うな ど とせ ず に､

自分 の望 み とす る こ と を表 現 す る の で す 。 表 現 は実 行 の ひ

とつ の形 で す 。 親 に 対 し て､愛 す る人 に対 して､あ る い は

友 人や､監 督 の よ うな 信 頼 す る指 導 者､ま た 教 師 に 対 して､

自分 を表 現 して み て下 さ い 。 まず そ の よ うに して確 信 を述

べ よ う とす れ ば､前 に は 知 ら なか っ た こ とが ひ と りで に わ

か っ て くる こ と に 気づ くで し ょ う。 モ ロ ナ イ10:4-6と

教 義 と聖 約9:7-9に あ る約 束 を見 落 とさ な い よ うに し

ま し ょ う。

｢ま た この 記 録 を受 け る時
､そ れ が 真 実 な もの か ど うか

をキ リス トの 御 名 に よ っ て 永 遠 の 父 な る神 に 問 え。 も し誠

心 誠 意 で そ の 上 キ リス トを信 じ な が ら問 うな らば､神 は 聖

霊 の 力 に よ っ て この 記 録 が 確 な もの で あ る こ とを あ な た た

ちに 示 し た も うに ち が い な い 。 そ して 聖 霊 の 力 に よ っ て一

切 の 事 の 真 実 で あ る か ど うか が あ な た た ち に 解 る 。善 い も

の は み な 正 し くて 真 実 で あ るか ら､善 い もの は必 ず キ リス

トを 否 定 し な い 。 か え っ て み な キ･リス トが ま し ます こ と を

認 め るの で あ る。｣

｢見 よ
､汝 い ま だ悟 らず 。 汝 は ひ たす ら わ れ に 願 い し 時

は こ れ を与 え ら る る な らん と思 え り。 さ れ ど 見 よ､わ れ 汝

に告 ぐ､汝 心 の 中 に よ く思 い計 り､そ の 後 願 う こ と も し正

しか らば 汝 願 わ ざ るべ か らず 。願 う こ と正 しか ら ば､そ の

時 わ れ 汝 の 心 を 内 に 燃 や さん 。 これ に よ りて 汝 に そ の 正 し

き を感 ぜ しむ 。 され ど も し願 う とこ ろ正 しか らず ば､か か

る感 な く して 汝 の 心 は 次 第 に鈍 くな り､そ は つ い に 悪 の 悪

た る を忘 れ しむ るに 至 らん 。 故 に わ が 与 う るに あ ら ざれ ば､

聖 き こ と を汝 録 す を得 ず 。｣

誠 心 誠 意 で勉 強 し､実 践 し､祈 っ た な ら､自 分 の 気 持 の

快 不 快 を知 る の とま っ た く同 じ よ うに､証 が あ るか ど うか

が わ か る こ とで し ょ う。 モ ロナ イ は｢… … 聖 霊 の 力 に よ っ

て 一 切 の事 の真 実 で あ るか ど うか が あ な た た ち に 解 る｣

(10:5)と 書 い て い ます 。

ブ リガ ム･ヤ ン グ大 管 長 は こ の よ うに 言 い ま し た。｢さ

て､私 の 友 ら よ… … … あ な た 方 は い か に し て 物事 を知 るの

だ ろ うか 。 目に 惑 わ され る こ とが あ る だ ろ うか 。 確 か に､

音 は 聞 くが そ の 意 味 や 音 の 出所 が 判 然 と し な い こ と もあ る

だ ろ う。 触 感 に 惑 わ さ れ る こ とが あ るだ ろ うか 。 あ るに 違
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継一 串鑛

南 ア メ リカ

地域総大会開かる〃一 一 『
先 頃 南 米 で 開 催 さ れ た 地 域 総 大 会 に

つ いて そ の概 要 を述 べ る とす れ ば 、 次

の よ う に要 約 され よ う。 大 会 は2月28

日か ら3月2日 ま で の3日 間 サ ンパ ウ

ロに ブ ラ ジ ル の 聖 徒 を集 め て 、 ま た3

月7日 か ら9日 ま で の3日 間 は ア ル ゼ

ンチ ン 、 チ リ、 パ ラ グ ァ イ 、 ウ ル グ ァ

イ の 聖 徒 が 参 加 して 、 ブ エ ノ ス ア イ レ

ス で 開 か れ た 。

プ ロ グ ラム の 内容 は 共 に 同 じで あ っ

た 。金 曜 の 夜 は会 員 に よ る ロー カ ル 色

豊 か な 歌 と舞 踊 。一 般 大 会 は 土 曜 、 日

曜 の2日 間 に わ た っ て 開 か れ 、 そ の 間

に 土 曜 の 夜 に は両 親 と若 人 の た め に 、

また 日曜 の 朝 に は 神 権 指 導 者 の た め に

特 別 集 会 が 催 され た 。

キ ン ボー ル大 管 長 、 タナ ー 副 管 長 と

共 に 出 席 した教 会 幹 部 は 、 十 二 使 徒 評

議屓 会 か らマ ー ク ・E・ ピー ター セ ン，

デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イプ レ ー 、L・

トム ・ペ リー の3名 、 十 二 使 徒 評 議 員

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

会 補 助 か らは エ ル レ イ ・L・ ク リス チ

ヤ ン セ ン 、 フ ラ ン ク リン ・D・ リチ ャ

ー ズ
、ジェー ム ズ ・E・ フ ァウ ス ト(ブ

ラ ジ ル の み 、)J・ トー マ ス ・フ ァ イ

ア ン ズ の4名 、 七 十 人最 高 評 議 員 会 か

らA・ ・セ オ ドア ・タ トル 、 ハ ー トマ ン

・レ ク ター ・ジ ュニ ア 、 レ ッ クス ・D

・ビネ ガ ー の3名 で あ っ た
。

以 上 が こ の地 域 総 大 会 の 基 本 とな っ

た事 柄 で あ る。 しか し、 そ の 色 彩 、雰

囲気 、 感 動 の 様 子 は どの よ うな もの だ

っ た の だ ろ う。 参 加 し た 人 々 は 一 体 何

に胸 を強 く打 た れ た の だ う りか 。

イ ン タ ビュ ー に 応 じ た教 会 員 の 感 動

の 言 葉 は 次 の3点 に 集 約 さ れ た 。 す な

わ ち 「予 言 者 と会 い 、 そ の 話 を聞 け た

こ とが 最 高 で した 」 「神 殿 建 設 の ニ ュ

ー ス です 」 そ して 「聖 敷 隊 の コー ラ ス

が 非 常 に 印 象 的 で し た」 この3つ で あ

る。

数 ヵ月 も の 間 この 大 会 を待 ち 焦 が れ

ていた人々。その心 を常に捉 えて離 さ

ないものがあった。それは、主の予言

者が大会に出席されるということだっ

た。皆が大会に出席できるように働 き、

犠牲を払い、互いに助け合 ったのも{

そのためである。聖歌隊の人々は リハ

ーサルのために多くの時間を費や した

ばか りでな く、何回とな く行なわれた

合同 リハーサルには、距離をもの とも

せずに集まった。それは金曜の夜の文

化活動に出演した人々について も同じ

であった。長い距離 を旅 し、練習に練

習 を重ねて、発表の完成に向けて九を

注いだのである。予言者 をは.じめ とす

る教会幹部 を前にして、彼らは自らの

最善の ものを披露したい と思ったので

あろう。

そして幹部が到着 し、大会が始まっ

た とき、聖徒たちはあえて予想もして

なかったような素晴らしい祝福を受け

た。キンボール大管長がサ ンパウロの

大会における開会の挨拶の中で、祈 り

の前に次のように発表 したのである。

「私は今ここで、皆様方に とって、ま

た全世 界め人々にとって喜ば しい発表

をしたいと思います。私たちは皆様方

の現在の状況を分析 し、完全な協力体

制が得られると判断したため、南米の 魑

地に主の第17番 目の神殿 を建設 します。

場所はブラジルのサンパ ウロを予定 し

ています。」

現在、神殿か ら遠 く離れた地域に住

んでいる人々にとって、この発表には

胸 を強 く打たれ るものがあったに違 い

ス ペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル
N・ エ ル ドン ・タ ナ ー マ ー ク ・ デ ル バ ー ト ・

E・ ピ ー タ.一 セ ンL・ ス テ イ フ レー
L・ トム ・ペ リ ー

エ ル レ イ ・

L・ ク リ.ス チ ャ ン セ ン
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ない。ウルグァイから来た というある

幸せ そうな家族はこう語 って くれた。

「アメリカの神殿に行 く費用 を貯め

るには、最低10年 はかかる計算 でしたd

しか し今 まさに神殿が南米の地に建設

されようとしてお り、彼らもほんの数

年の内にその祝福 に浴することができ

るのである。ある人々は神殿について

自分の気持 をなかなか表現できないで

いた。まるでそのニュースを耳に した

ときの驚きがまだ続いているかの よう

に、ただ 「素晴 らしい」のひ と言だけ

であった。 しか し涙にぬれた 目は、彼

らの心に言葉では言い表わせ ない思 い

があふれていることを物語 っていた。

大会 は終始、感動 と一致の精神に充

ち満 ちていた。たとえば金曜の夜の文

化活動 は、数百キロも離れた地区や 国

か ら集った兄弟姉妹 の心に大いなる一

致の精神 をうえつけたと言える。各グ

ルー プ共、互いのユニー クなタレン ト

や文化を目のあた りにして、さらに理

解 を深め合 ったに違いない。

聖歌隊や文化活動の リハーサルには

思わぬおまけがついた。若人が他 の支

部の人々 と知合いになることにより恋

が芽生え、中には婚約 した人たちもい

るといつ。

南米の教会員の大半 を占めるのが若

人だが、彼 らが大会の雰囲気 を盛 り上

げる上で果たした役割は大 きい。彼ら

は文化活動での発表に加 えて、一般大

会でも美 しいコーラスを披露して くれ

た。たとえばサンパウロの大会では、

J・ トー マ ス ・ フ ラ ン ク リ ン ・ ジ エ ー ム ズ ・
フ ァイ ア ン ズD・ リ チ ャ ー ズE・ フ ァ ウ ス ト

A・ セ オ ドア ・タ トル
ハ ー トマ ン ・ レ ッ ク ス ・D・ ビネ ガ ー

レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア
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日曜 の 午 前 の 部 で 、 セ ミナ リー と イ ン

ス テ ィテ ユー一トに 集 う1，200名 以 上 も

の 若 人 が 共 に歌 っ た 。 パ ス テ ル カ ラー

の シ ャ ツ と ドレ ス を 身 に つ け た 彼 らは

会 場 の 中央 の部 分 を一 杯 に 埋 め て い た 。

そ して 午 前 の部 の 大 会 を終 え て も な お

そ の 席 を離 れ よ う とはせ ず 、再 び 合 唱

を始 め たの で あ っ た。 彼 らは 壇 上 の 教

会 幹 部 を見 つ め な が ら立 ち尽 くし、 感 〆

れた団体はなかった と語 っている。会

場の外で何時間 も会の終了を待 ってい

たある新聞者のおかか え運転手がいた。

彼は毎 日毎 日大会に集 う聖徒たちの姿

を見守っていたが、最後の 日になって

彼の好奇心は頂点に達 した。 「この人

たちはどこか ら来ているのだろう。こ

んなに混雑 しているのに押 し合 うこと

もなければ言い争いもしない。皆の心/

の 試 算 に よ る と、 あ る 会 貝 に と って 大

会 へ の 参 加 費 用 は 月収 の3倍 に も達 す

る とい う。 残 業 や ア ル バ イ トに 、 ま た

基 金 獲 得 活 動 に 汗 を 流 した 兄 弟 姉 妹 が

数 多 くい るの だ 。 あ る 人 々 に と っ て は

会 場 に 来 るの さ え も容 易 で は な か っ た 。

30時 間 以 上 バ ス に 揺 られ るの が ご くあ

た り前 な の で あ る。 中 に は チ リか ら65

時 問 もか か っ て ブ エ ノス ア イ レス に着/

＼

激 を込 め て 歌 い 続 け た 。 歌 う者 の 目に

も 、壇 上 の 幹 部 の 目に も涙 が あ ふ れ て

い た。

大 会 に 出 席 し た非 教 会 員 の 心 に と り

わ け 強 い 印 象 を残 した の が 、 こ の コー

ラ ス で あ る 。 た とえ ば ブ ラ ジ ル で は 、

大 会 の 様 子 が数 百 万 の 視 聴 者 数 を誇 る

最 も 人気 の あ るテ レ ビニ ュー ス 番 組 で

紹 介 され た が 、 カ メ ラ マ ンや 記 者 た ち

に と っ て こ の コー ラ ス は 驚 異 で あ っ た 。

「この よ うな聖 歌 隊 を ど こ で 養 成 した

の です かd彼 ら は そ う尋 ね た 。 も ち

ろん 、皆 が サ ンパ ウ ロ に 集 ま る ま で 、

聖 歌 隊 な どな か っ た の で あ る 。

ま た他 の 人 々 は 大 会 に 集 っ た 人 々 の

態 度 に 強 い感 銘 を受 け た 。 会 場 で あ る

サ ンパ ウ ロ の ア ンヘ ム ピ コ ンベ ン シ ョ

ン セ ン ター の 支 配 人 は 、 今 ま で セ ン タ

ー を利 用 した 団 体 の 中 で
、 こ れ ほ ど整

然 と、 しか も会 場 を 汚 さず に 使 っ て く
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が思いや りで満ちているのは どうい う

わけだろうd

サンパウロでは大会の模様 を建物の

各所に有線でテ レビ中継 したため、技

師たちが会場 で働いていた。彼 らは初

めの頃は祈 りの ときに も会話を交わし

ていたが、日曜の午後の大会では、調

整室に入ってきたひ とりの技師が話 を

始めると、主任技師が振 り返ってこう

言った。 「しっ!お 祈 りだよd彼 は末

日聖徒ではない。

ブエノスアイレスの聖徒 たちも、非

教会員の人々に同じような印象 をうえ

つけた。会場の支配人や整理にあたっ

た警官も、教会員の整然とした振舞い

に目を見張っていた。

しかし、大会に参加するために一人

一人がどれだけの努力を払ったか を知

れば、非教会員の驚きはさらに大 きな

もの となるに違 いない。ある伝道部長

＼

い た 兄 弟 もい た 。

しか し そ う し た 人 々 が 皆 、 犠 牲 とい

うこ と につ い て 尋 ね る と 「とん で もな

い」 と で も言 い た げ に 肩 をす くめ る。

実 に お も しろ い こ とだ 。 「も ち ろ ん 大

勢 で 来 る の は 大 変 で し た 。 で も犠 牲 だ

とは 思 っ て い ませ んd私 は こ こ に 大

会 の 真 髄 を 見 る思 い が す る。 犠 牲 で は

なか っ た の だ 。 なぜ な ら、 そ の 耳 で 主

の 僕 の 声 を聞 くこ とが で きた の だ か ら。

予 言 者 を は じめ 教 会 幹 部 が 列 席 す る会

で霊 感 あ ふ れ る勧 告 に 耳 を傾 け た 聖 徒

た ち 。 彼 らの 願 い は こ う して 叶 え られ

た の で あ る 。

キ ン ボー ル 大 管 長 は 、 ヨ シ ュ ア が イ

ス ラ エ ル の 人 々 に 与 え た チ ャ レ ン ジ を

取 り上 げ た 。 「あ な たが た の 仕 え る者

を 、 き ょ う、 選 び な さ いd(ヨ シ ュア

24：15)ま た 神 殿 建 設 に つ い て再 度 触

れ 、 そ の た め に犠 牲 を捧 げ る よ う聖 徒



たちに励 ましを与えている。 「この神

殿を新たな犠牲として受けるよう希望

します。讃美歌にも 『天の恵みのいけ

にえ』(Nα144)と あるからです。皆様

方にもたらされる祝福の中で、父親 と

母親が今 も永遠において も夫婦 として

結び固め られ、また子供たちが同 じよ

うに両親 と結び固められること、これ

ほど大いなるものはあ りません。これ

により家族は死後 もその絆 を絶たれる

ことなく、共に義 と完成に向かって成

長 し、やがて神に似 た者 となるのですd

マー ク ・E・ ピーターセン長老の話

は 「わたしの くびきを負いなさい」(マ

タイ11：29)と いう戒めに関 してであ

った。 「主の くびきを負うことは、人

生において最 も重大かつ神聖なことで

す。主の くびきを負 う私 たちは、まず

真摯な態度を要求され ます。また主に

対 して正直でなければな りません。世

にあっても世の習慣や罪に負けてはな

らないのですd

ブエノスアイレスの神権指導者会に

集 まった人々は、神権指導者 としての

能力をどのように伸ばすか とい うこと

について、フランクリン ・D・ リチャ

ーズ長老の話を聞いた。彼は時間を効

果的に用いることを説いている。 「生

活自体や仕事のバ ターンを簡素化する

ことが必要です。そうす るためには、

一度に多 くのことをせずに優先順位の

先のものから片づけてい くことですd

同 じ会でデルバ ー ト・L・ ステイプ

レー長老は、神権iの本質に関 してこう

語った。 「神権の権威 と力 とでは意味

が異な ります……たとえ神権 を授かっ

た としても、教会に積極的に参加 しな

かった り、また不従順な態度で戒めを

破るような生活を続けていると、神権

の力は得 られな くなるで しょう。神権

はたとえ私たちの霊が眠った状態でも

私たちの中に存在 しています。しか し

力は取 り去 られますか ら、奇跡は起こ

りません。不活発な人々は自ら利益 を

拒んでいるばか りでなく、もし自分が

忠実であれば当然高め られる他の人の

祝福まで拒んでいるのです。」
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両親 と若人の集いに出席 した人々に

も特別な勧告が与えられた。キンボー

ル大管長は家族の一致を崩 そうとする

力がいろいろなところで働 いているこ

とを警告 し、また現代の若人を取 り巻

く誘惑について も触れた。 「解決の道

は、戒めを守 り、家庭における義務 を

怠らずに行な うことにあります。主の

プログラムは、父親を家族の長 として

の正 しい位置に、また母親 を社交生活

や職場から家庭に戻すこと、また子供

を戯れの場から家族の もとに戻すこと

にあるのです。最高の活動であるホー

ムティーチング、家庭の夕べ、これら

は塗るだけで傷を治す薬のようなもの

ですd

またキンボール大管長は、過去の文

明の崩壊の有様について触れ、次のよ

うに話を続けた。 「もしもバ ビロンの

父親たちが、妻の協力を得て神の指導
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と勧告の もとに子供 をしつけ、教育 し

ていたならば、その偉大な都市が砂に

埋 もれ、堕落 した人々が地中に姿 を消

し、泉が渇 き、神殿が揺 らぐようなこ

とは起きたでしようか。飲めや歌えの

大騒ぎをしたために危険を知 らずに眠

ってしまうようなことがあったでしょ

うか。シュロや柳が枯れ、かんばつで

土地が干上がって荒廃してしまうよう

なことがあったでしょうか。まだバ ビ

ロンがこのように非難や物笑いの種に

なることがあったでしょうか。」

サンパウロの大会で、レックス ・D

・ビネガー長老は両親 と祈 りについて

語った。 「私は両親の信仰あふれ る祈

りにどんなに感謝 しているかわか りま

せん。その祈 りが今 まで何度私 を救 っ

てきたかわか りません。 しか し言える

ことは、子供は両親の祈 りを通 しても

たらされる祝福を必要 としているとい

うことです。

子供たちは両親のために、またお互

いのために、そして教会の指導者のた

めに祈 る必要があ ります。 また義なる

望みを持つ国の指導者 を祝福 したもう

ように、主に祈 らなければな りません。

子供たちは感謝の祈 りを知 る必要があ

ります。 またそれぞれが直面するチャ

レンジを克服できるように、強さと知

恵を求めて祈 らなければな りません。

さらに、祈 るだけでな く、その祈 りに

ふさわしく生活 し、求め る祝福 を受け

る資格が得 られるようにしなければな

らないのです，」

大会に集った若人は、教会幹部が愛

にあふれた平易な言葉で語 りかけるの

を聞いた。 自らを清 く純潔に保つこと、

両親 と神権指導者に従 うこと、そして

伝道の責任。彼らの心には、これ らの

幹部の勧告が強 く響いたことだろう。

ブエノスアイレスでのキンボール大

管長の若人に対する説教は、伝道活動

を特に強調 したものだった。大管長は、

世 の人々が真理 を知 らないがために悩

まされる問題 をすべてあげ、次のよう

に語った。 「この世界のすべての人々

に、教会に入るならばもっと幸福にな

れること、飢え渇 くことはないこと、

そしてもっと愛を受けて生活できるこ

とを話せ たちどうでしょう。

私は南米か ら5，000名 の宣教師が召

される 日を楽 しみにしています。南ア

メリカには5，000名 を越える少年がい

ます。なぜ彼 らは伝道に出ていないの

でしょうか。思 うに、伝道の大切 さを

理解 していなかったのではないで しょ

うか。出るか出ないかただ どちらかに

決めさえすればよい位にしか考 えなか

たのでしょう。

でも、伝道は什分の一を納めるよう

なものです。 もちろん什分の一 も、納

めるか納めないかは本入の 自由ですが、

主を愛する人ならだれで も什分の一 を

納めるようになるはずですd

キンボール大管長は非常に美 しい女

性 と愛し合 うようになったある大学生

について話 した。彼のプロポーズに彼



女はこう答えたそうである。 「結婚 し

たいとは思います。でもあなたはどこ

で伝道 したのですかdそ して彼が伝

道よりもまず学校の勉強の方 を先にし

なければ、 と説明すると、 「じゃ、も

う少 し待 った方がいいわね」 と彼女は

答えた。彼はその後す ぐに、オース ト

ラリアへの伝道の一団に加わったとの

ことである。

キンボール大管長はこう続けた。「若

い女性 の皆 さんは、自分がどれだけの

力を持っているか知 っていますか。今

ここに軍隊が来て、伝道に出るように

命令 したとしても、あなた方が持って

いる力には勝てないのです。少年たち

のひとりがあなた と恋するようになっ

たら、コン トロールす るのはあなたで

す。もちろんどのように話 して もかま

いません。でもこう言 うこ ともできま

す。 「あなたが伝道か ら帰るまで待っ

ています，」

こうした説教 を聞いた若人はどのよ

うな気持 を抱いただろうか。 「宣教師
「
になろうという決心が ます ます強 くな

りましたdこ う語って くれたのはか

わいらしい17歳 の少女である。 「弟た

ちも伝道に出るように力づけてあげる

つも りですd

若人に与えた影響の もうひ とつの例

として、サ ンパウロ西部ステーキ部の

プエルタ部長は次のような話 をして く

れた。大会の前に彼は伝道に出ること

についてある若い兄弟 と面接 をした。

その兄弟は大学生活 を中断 して伝道た

出ることに疑問を抱いていた。工学部

の3年 生だった彼は、伝道 を終えてか

ら復学できる望みがほ とんどないこと

を知っていたのである。そのため彼は、

地域総大会が終わってか ら返事 します。

と答えた。 しか し最後の会が終わっ・た

後で彼はズテーキ部長を捜 し出 し、 目

に涙を浮かべ なが ら 「ぜひ伝道に出た

いです」 と語ったということである。

同 じような例は枚挙にい とまがない。

ただ言えることは、大会に集 った若人

の目か ら、そしてほほえみか ら、その
/、

熱意 を感 じ取 ることができたといっこ

とである。 「心が清め られる思いでし

た」 とある者は語る。またある者は声

をふるわせ ながら、「予言者 と握手 した

んです」 と語 った。

大会に出席した多くの教会幹部や十

二使徒会地区代表に とって、大会は地

元の友人たちと旧交をあたため、何年

も前にまいた種が実を結ぶさまを見る

恰好の機会であった。かなり前に南米

で宣教師 としそ活発に働 いた人、伝道

部長や伝道部の管理者 を務めた人たち

もいる。出席 した聖徒の中で彼 らか ら

教えと助言 を受 け、指導者 として召さ

れた人 も数 多くいる。彼 らはかつて教

会が、そしてそこに集 う人々が成長の

過程 を歩むのを見守っていた。そして

今、数千名の献身的な聖徒たちが この

ふたつの偉大な大会に集 うのを目のあ

た りに し、また非常に多 くの若人の姿

を見たのである。それ らの若人こそか

つて 自分たちが教 えた兄弟姉妹の子供、

そして孫たちなのである。

幹部か ら個 入的に深い感銘 を受けた

会員も少な くない。ブエ ノスアイレス

の大会でのふたつの出来事 を紹介しよ

う。双方ともキンボール大管長に関連

する話である。

両親の集いで、ブエノスアイレス東

部ステーキ部の ミグエル ・アビラ第一

副ステーキ部長は、彼の妻が10年 前に

ひどい病気 を患っていたことを話 した。

何度も検査 を受け、手術 をしたのだが

全 く良 くならない。当時彼らは結婚 し

て7年 経 っていたが、まだ子供はいな

かった。そ して病気は、もう一度手術

をすれば子供 を産めない体になるとい

うところまで進んでいたのである。

ところがある夜、彼は夢 を見た。当

時の十二使徒のひとりが夢の中で、心

配には及ばないと言い、さらにある大

切な召しが彼の上に下 り、彼 と妻は子

供 を授かると約束 したのである。やが

てそれか ら8カ 月後、ブエノスアイレ

スステーキ部が組織され、当時十二使

徒評議員会会員であったキンボール大

管長が彼を監督に聖任 した1夢 に見た

のはまさしくキンボール大管長であっ…

た。2週 間後、アビラ姉妹 は健康 を回

復 し、医師は彼女が妊娠 したことを告

げた。そして彼らに男の子が授けられ

たのである。

もうひ とつの例はこうである。大会

であるひ とりの婦人が十二使徒会地区

代表のアレン ・リトスターのもとへ歩

み寄 り、キンボール大管長 と会って話

したいのだが、と言ってきた。彼女は

キンボール大管長から祝福 を受けるま

でに10人 の子供 を亡 くしていたのであ

る。かたわ らに寄 り添っている美しい

十代の少女を指 して彼女はこう言った。

「娘が キンボール大管長にお礼 を言い

たいと言いますのでd

これまで長い間、南米には何千人も

の宣教師が送られ、信仰の種がまかれ

た。総大会に集った数千名の聖徒 たち

は、その努力が実 を結んだもの と言え

よう。そしてこの総大会で、また新た

な種がまかれた。これ もこれから数年

のうちに必ずや実 を結ぶであろう。幹

部の話に心を動かされた会員は、ひとり

で数十名の人々を教会に導 くことがで

きる。そして宣教師 として働 くよう霊

感を受けた若人は、数百名の人々の人 』

生 を善へ と向かわせ ることができるの

である。また、後の世代の指導者を育

てることについて主の僕の勧告 を聞い

た親、そして未来の父親、母親たちは

果たしてどれだけの数にのぼっただろ

うか。

今まで述べてきた事柄は、地域総大

会のほんの一面にす ぎない。なぜなら

本当に大切な出来事は、参加 した一人

一人の心の中で起 きているのだから。

しか しそこに集った数千名の若人の輝

く顔に、未来は読み取れ るのだ。 もし

そうだ としたら、2月28日 から3月2

.日までサ ンパウロで、そして3月7日

か ら9日 までブエノスアイレスで開催

された大会か ら偉大なごとが起きるに

違いない。
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灘
パーレー ・P・ プラットと妻のフィー ビ ・ソーパー、そ

れにルーファス ・アレン長老が1851年 に南米初の宣教師 と

してチ リのバルパ ライソに到着 したとき、教会の歴史はわ

ずか21年 を経たばか りであった。

恒久的に伝道部が設置されたわけではなか ったが、教会

歴史のそのような初期にこの地で使徒が働いたことに意義

がある。プラット長老は南米の人々に対す る関心を生涯失

わなかった。伝道活動が実質的な第二のスター トを切 った

とき、スペ イン語を話せ るプラット長老の孫息子、レイ ・

L・ プラッ トが第一陣の宣教師に加わっていた。

この第二の伝道活動が開始 されたのは、初めての伝道か

ら75年近 く経った1925年 のこ とであった。すでに大管長会

か ら南米にアン ドリュー ・ジェンソンとトーマス ・S・ ペ

ージが派遣されて、伝道再開の可能性を調査していた。彼

らは状況は良好だ と報告 し、十二使徒 評議貝会が伝道部開

設 を満場一致で承認 した。

ちょうどそれ と同じ頃、 ドイツからアルゼンチンのブエ

ノスアイレスへ引越 して きた2家 族の父親、ウィルヘルム

・フリー ドリッヒとエ ミル ・ホップが宣教師の派遣を要請

した。2家 族は定期的に集会を開き、数人の友人がバプテ

スマ を望んでいたが、フリー ドリッヒ兄弟は執事 でホップ

兄弟は教師のため、バ プテスマ を施 した り支部 を導いた り

ブラジルの教会堂

イグアスの滝

す る権 能 を持 た な か っ た の で あ る 。

そ し て1925年12月6日 、 一 日千 秋 の 思 い で 待 っ て い た ブ

エ ノス ア イ レス の ドイ ツ 人 改 宗 者 の も とに 、 十 二 使 徒 の メ

ル ビ ン ・J・ バ ラ ー ドと七 十 人最 高 評 議 貝 会 の レ イ ・L・

プ ラ ッ トとル ロ ン ・S・ ウ ェ ル ズ が 大 管 長 会 の依 頼 を受 け

て 訪 れ た の で あ る。12月19日 、 フ 」，一 ド リ ッ ヒ家 と ホ ップ

家 の 友 人6名 が バ プ テ ス マ を受 け た 。

そ の年 の ク リス マ ス の 朝 早 く、 バ ラー ド長 老 と ウ ェル ズ

長 老 とプ ラ ッ ト長 老 は 、 「2月3日 」 と呼 ば れ る公 園 に集

ま り、 そ の地 を伝 道 活 動 に奉 献 した 。 バ ラー ド長 老 は奉 献

の祈 りの 中 で こ の よ う に 言 っ て い る。 「そ して 、 お お 父 よ

汝 が 僕 、大 管 長 の祝 福 と召 しの 権 能 に よ り、 また 私 の 持 つ

聖 な る使 徒 職 の 権 能 に よ っ て 、 私 は鍵 を ま わ し 、 これ ら南

米 諸 国 に福 音 伝 道 の 扉 を 開 き ます 。 ま た こ れ らの 地 で福 音

伝 道 を妨 げ る あ らゆ る勢 力 を叱 責 し 、退 け と命 じ ます 。」

伝 道 事 業 は成 功 を収 め た 。 そ れ は バ ラー ド長 老 が 、8ヵ

月 の 伝 道 の 終 わ る数 週 間 前 に予 言 した通 りで あ っ た 。 「主

の み 業 は 当 分 は ゆ っ く り と、 ち ょ う ど樫 の 木 が どん ぐ りか

らゆ っ く り育 つ よ う に 発 展 す る で あ ろ う。 一 朝 一 夕 に 育 っ

て 枯 れ るひ ま わ りの よ うに 一 日で 伸 び は し な い 。 しか し大

勢 の 民 が こ の地 で 教 会 に加 わ るで あ ろ う。 そ して伝 道 部 が

幾 つ に も分 か れ 、教 会 最 強の 地 域 の ひ とつ とな るで あ ろ う。

こ の地 の み 業 は 、 今 を最 小 と して 伸 び て ゆ く。 南 米伝 道 部

は 教 会 の 力 とな ろ うd(3θ7〃 御5α η4協5∫ ∂ηα7ア ∫θアー

Vたθ0ゾ ル陀7y加Jo3ε ρ乃 βα伽 ア4「メ ル ビ ン ・ジ ョセ ブ ・

バ ラー ドの 説教 と伝 道 」 ブ ラ イア ン ト ・S・ ヒ ン ク レー

編 〔英 文 〕P.100)

難
アルゼンチンに本部 を置いた南米伝道部は、1935年 にア

ルゼンチン伝道部 とブラジル伝道部に分割された。W・ ア

ーネス ト・ヤ ング伝道部長が14名 の宣教師 と255名 の教会

員の管理を託 された。

1938年 にフレデ リック ・S・ ウイ リアムズ伝道部長が後

を継いだ ときには、20の 借家で定期的に集会が開かれ、45

名の宣教師がいて、その年には66名 のバプテスマがあった。

南米に最初の礼拝堂が建て られたのはブエノスアイレス

郊外の リンエルスで、1939年4月9日 ウイ リアムズ伝道部

長が献堂 した。そのような発展に伴 って世間の評判 も良 く

なった。

アルゼンチンの野球 とソフ トボールの試合で伝道 部チー

ムが優勝したのである。

発展は1944年 まで続いたが、その年 になると、第二次世
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界大戦のために、宣教師は3名 を残 して全員帰国を余儀な

くされた。その後1年 以上宣教師は戻 らなかったが、再び

W・ アーネス ト・ヤング伝道部長が管理の職に就いた。

戦争が終わると、アルゼンチンに新時代が到来 した。

1949年 、ハロル ド・ブラウンが伝道部長に召されると共に

彼の指示の下で補助組織の拡充、地元の教会員の支部長へ

の任命、新伝道計画の確立、新 しい都市への伝道の開始、

宣教師のウルグァイ派遣 などが行なわれた。

さらに、教会幹部のアルゼ ンチン訪問が発展に拍車 をか

けた。1954年 にデビッド・0・ マ ッケイ大管長が、1960年

にはジョセブ ・フィールディング ・ス ミス大管長 とA・ セ

オ』ドア ・タ トル長老が訪れ、本格的な伝道再開から10年 を

経た1959年 には、教会員数3，500名 に増えていた。さらに

外交官 としてホンジュラス滞在の経験 をもつ ロリン ・N・

ペースが1948年 にアルゼンチン伝道部長 となってか らは、

なおも発展が続いた。彼は北アルゼ ンチンに初めて宣教師

を送ってツクマンとサ ンチャゴ デル エステロに伝道を

開始 し、1926年 には伝道部が分割された。

その4年 後、当時十二使徒であったスペンサー ・W・ キ

ンボール長老が南半球で初めてスペイン語国にステーキ部

を組織した。場所はブエノスアイレスで、7つ のワー ド部

が所属 し、現在は十二使徒会地区代表 となっているエンゼ

ル ・アブレアが初代ステーキ部長 となった。

このステーキ部が今 日では5つ になっている。ブエ ノス

アイレス東部、ブエノスアイレス西部、コル ドバ、メン ド

サ、ロザ リオの各ステー キ部である、さらに4伝 道部があ

り、ふたつはブエノスアイレスに本部 を置き、あとはロザ

リオとコル ドバにひ とつずつである。アルゼンチンの教会

員は2万7千 人近 くに増加 した。

難
ブラジルへの福音の紹介は、アルゼ ンチンに福音が紹介

されて1年 余 り後の1927年 に、ブラジルへ移住 じた ドイツ

人聖徒 を捜して、ふたりの長老がアルゼ ンチンからやって

きたことに始まる。長老たちは1ヵ 月間滞在 し、南ブラジ

ルは 「将来、素晴らしい伝道活動が約束される地域」だと

いう結論 を得た。

1928年 には、これ もドイツとイギリスか ら移民した教会

員 を捜 して、アルゼンチンか らスツーフ伝道部長 と2名 の

宣教師が到着 した。彼 らは1万6千 人の ドイツ語国民の中

心地区ジョインビーレに ドイツ入聖徒の小拠点を発見 し、

翌年には ドイツ人のバプテスマがあった。1929年 にはブラ

ジルで初めて不動産 を購入 したが、ジョインビーレのその

古い家は、今 もクリチバ ・ブラジルステーキ部 ジョインビ

258

一レワー ド部の集会所に使われているグ

1935年2月9日 に大管長会はブラジルをひとつの伝道部

として分割独立させ、ルロン ・S・ ホー ウェルズ伝道部長

の管理下に置いたが、執事7名 、教師4名 、祭司4名 、未

聖任男子会員29名 、21歳 以上の女性64名 、子供35名 、合計

143名 の教会員 と9名 の宣教師が伝道部中に散在 していた。

長老たちはほぼ10年 間、移民 してきた人々を対象に公式

な国語ではない言語で伝道を行なった。 ドイツ人移民に ド

イツ語のみによる伝道が続き、ようや く、1938年になって初

めて長老たちにポル トガル語習得の指示が出た。その年、

ジョン ・アルデン ・パワーズ伝道部長が幾つかの小冊子 と

モルモン経のポル トガル語訳に着手した。ポル トガル語の

教会出版物はそれが最初であった。

第二次世界大戦の困難な時期には、アメリカ人長老の人

数が減ったために伝道活動の伸 びは鈍ったが、その10年 後

1954年 のデ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管長のブラジル訪問 と

共に勢いを盛 り返 した。

マッケイ大管長訪問の2年 後、大管長会のヘン リー ・D

・モイル副管長はリオデジャネイロの宣教師大会で、霊的

経験により何千の改宗者が生まれ るだろうと予言 した。

現在、ブラジルの教会はそのように発展 して5万 人余 り

の教会貝 と4伝 道部、9ス テーキ部 を有 しているが、伝道

活動はまだ始 まったばか りである。ブラジル全土に宣教師

の行っていない町は数百 もある。'

ブラジルで礼拝堂が最初に献堂されたのは1959年 で、同

じ年に南部3州 にまたがってブラジル南伝道部が創設され ・

た。

その7年 後の1966年 、ブラジル初のステーキ部が組織さ

れ、本部がサ ンパウロに置かれた。現在ではサンパウロ市

内だけで4つ のステーキ部がある。1972年 には リオデジャ・

ネイロがステーキ部 とな り、翌年に・はカンピナス、サ ン ト

ス、クリチバ、ボル トアレグレの4ス テーキ部が組織 され

た。ブラジル全土に27の 教会堂があり、さらに16の 建築が

進み、21が 嬉築予定にのぼっている。

ブラジルの聖徒たちは幾多のチャレンジを抱えなが らも

伝道の精神 をつかみ、福音を隣人に紹介することに大 きな

喜びを見出している。昨年 ある伝道部では、わずか3週 間

で約100人 のバプテスマが行なわれた。その75%は 家族で、『

なおうらや ましいことには、73パ ーセン トが教会員の紹介

で福音 を知ったのだ という。真理に飢え渇 いたブラジルの

民は、教会に温かな歓迎 を寄せているのである。

難
チ リの伝 道 は 、パ ー レ ー ・P・ プ ラ ッ ト長 老 の 一 行 が 上

嚢
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陸 し た1851年 に 始 ま る が 、 こ の 来 訪 の 後 、 彼 が 「エ デ ン の

よ うに 豊 か な 」 と賞 賛 し た この 土 地 に ア ル ゼ ン チ ンか ら2
コ

名の宣教師がやって来たのは、95年 も経た後であった。

最初にバプテスマが行なわれたのは1956年11月25日 で、

その うちのひ とりリカル ド・ガルシア ・シルバ兄弟は当時

を回顧 してこう語る。 「ちょっと考 えてみて下さい。最初

はたったの4人 でした。私はこの教会が本 当の教会だ とわ

かっていました。それは単なる信仰 じゃな くて、確信でし

た。で も、知 恵の言葉や什分の一 という教えがあるので、

教会はこの国では成功す るはずがない と思いました。 とこ

ろが今、大会には何百人 も、 ときには何千人 も集 まります。

教会は毎 日大 きくなっているんですd

事実教会員はチ リサンチャゴ伝道部の9地 方部 、43支 部

とチ リサンチャゴステー キ部の87ワ ー ド部で2万1千 人ほ

どになる、1972年 に組織されたステーキ部のステー キ部セ

ンターに教会堂 を8つ と教会の学校 を5校 と教会農場を補

充する計画は、人口の9割 が集中している中部 と北部の各

地で実施 され、さらに6つ の教会堂が計画の段階にある。・

また、1974年 にはふたつのステーキ部が誕生 した。1974年

12月5日 、チ リサンチャゴ伝道部からチ リビナデルマール

ステー キ部ができてホセ ・レイ トンがステーキ部長に召さ

れ、また1974年12月8日 に組織 されたチ リサ ンチャゴ南部

ステーキ部のステーキ部長には、エ ドアル ド・アヤラが召

教会員による会堂建設

された。

この華々しい発展は、初期教会員の信仰 と未来への展望

を実現するものである。初めて宣教師がやって来てから1

年後の1957年 に、アルゼンチン伝道部所属の支部 として、

5名 で教会が組織されたのだった。

チ リの伝道は地理 と気候の関係でなかなか困難だったが、

それにもかかわらず、やがてビナデルマール、バルパライ

ソ、タルカワノなどチリ中部全域に支部が林立 した。

初期の頃の教会員で、チ リ入として初めて支部長、地方

部長、副伝道部長などの役職に就いたのが、カルロス ・シ

フェンテスである。現在チ リサンチヤゴステーキ部のステ
'一キ部長である。彼はこのように述懐 している。「求道者に

対する親 しさと兄弟愛が よく感 じられ ました。私が教会か

ら最初に学んだのは、自分が神様の子だとい うことでした。

何よりも驚いたのはそのことです。私は根っか らの技術屋

で神様よ りもグリースやガソリンや鉄 と顔をつ き合わせて

いたものですか ら、自分が神権会で教 えるようになろうな

どとはまった く思いがけないことでした。このような機会

を持つ ことになるとは、み じんも考 えませんでした。生 ま

れてから一度 も……。」

チ リは1961年 に伝道部 として独立 したが、12の 支部の う

ちチ リ人の支部長が管理 したのは4支 部だけであった。

チ リでは宣教師育成にも大 きな力を注いでいる。シフェ

鷲
、
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ンテスステー キ部長は、 「ほ とんど毎週、伝道に出たいと

いう話を聞 きます。それ も若 い人だけでな く、大人の人た

ちからも……」 と語る。

指導者たちは教会の発展の速さを、教会に課せ られたひ

とつの大 きなチャレンジとみなし、その最大の解決法は教

会員の忠実さであると考 えている。

チ リサンチャゴ伝道部のロイデン ・J・ グレイ ド伝道部

長はこのように言う。 「今、チ リ国民は従来以上に福音の

教えを受け入れやす くなっています。自分の家族 とか宗教

とか、永続 して価値 ある事柄について考 える時間が増えて

います。将来に対する楽観や希望が国全体の雰囲気になっ

てお り、回復されたキリス トの福音 も希望を与 えていますd

一
南米人のように猛烈なスポーツ愛好国民には、スポーツ

が各地に福音 を紹介す る手立て となっているの も当然であ

る。記録にあるウル グァイ初の伝道活動 は、1940年 、アル

ゼンチンの宣教師ロルフ ・R・ ラー ソンが教会代表 として

ウルグァイの首都モンテビデオで開かれた南米バスケッ ト

ボ ール選手権大会に出場 し、何回 も行なわれたインタビュ

ーで、モルモンだ と自己紹介 をしたことである。

その3年 後に、フレデ リック ・S・ ウイア リムズが仕事

でモンテビデオに転勤 した。前アルゼ ンチン伝道部長の彼

は、アルゼンチン伝道部に支部開設の申請をし、1947年8

月、ウルグァイに伝道部が組織 された。それから4ヵ 月の

後には、.モンテビデオに4支 部がで きた。(皮 肉なことに

は最初のバプテスマはウルグァイではな くパラグァィで行

なわれた。)

1948年 には扶助協会が働 き始め、その年の終 りには66名

の宣教師で54名 のバプテスマがあ り、モンテビデオでは6

つの小支部に発展、他の町にはさらに8つ の支部ができた。

1949年 、大管長会はウル グァイ伝道部の管轄下でパ ラグ

デイのアスンシオンに伝道開始の許可を下 し、パ ラグァイ

での本格的な活動 は1950年 に始まった。

1952年 、教会が正式に政府から承認され、大管長会は南

米で礼拝堂 と文化 ホールの整った教会堂の建築を許可 した。

翌4年 の間にウルグァイ伝道部のバプテスマ数は230%に

も伸び、.パラグァイでは約100名 の教会員が誕生 した。

モンテビデオに最初のステーキ部が組織されたのは1967

年で、8ワ ー ドに4，835名の教会員が所属 していた.続 いて

1974年 には2番 目のステーキ部ができた。モンテビデオの

ア リェィ ・フェ ドリゴッチは多忙な教会生活に思いをはせ

その発展の早さを語っている。彼はワー ド部会計書記 とし

て働いた後、1968年 か ら1970年 まで浸ルーで伝道 し、帰って
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か らは、モンテビデオステーキ部の広報係 とな り、1973年

に結婚 してモンテビデオ第3ワ ー ド部の監督 となった。

その3ヵ 月後、25歳 の若 さで新たに組織されたウル グァ

イモンテビデオ西部ステー キ部の第二副ステーキ部長に召

された。

彼は熱意 を込めてこう語 る。 「何 も珍しいことではあ り

ません。私たちのステーキ部では、監督の8割 が30歳 以下

です。高等評議員の平均年齢は35歳 か ら40歳 の間です し、

ウル グァイ初期の教会員 を親に持つ人が大勢いてモルモン

2世 の力が強みですd

フェ ドリゴッチ兄弟の父親はモンテビデオ地方部長 を務

めた後、初代ステーキ部長会の副ステーキ部長に召され、

現在はウルグァイ東部ステーキ部のステーキ部長 として働

いている。

パラグァイの教会は、20年 ほどゆっくりした成長をたど

ったが、ここ3、4年 で2地 方部に8支 部ができ、支 部や

地方部の役貝に地元の指導者が召 されている。

◇ ◇ ◇

国 際 機 関 誌 は 以 下 の 協 力 者 に 深 い 謝 意 を 捧 げ る も の で あ

る 。0・ ネ ル ソ ン ・べ 一 カ ー 、 ア レ ダ ー ・P・ バ ー バ ー 、

ジ ョ セ ブ ・T・ ベ ン ト レ ー 、 ア ン トニ オ ・C・ デ ガ マ ル ゴ 、

オ マ ー ル ・カ ナ ル ズ 、 ア リエ ・フ ェ ド リ ゴ ッ チ 、 ジ ェ ー ム'

ズ ・M・ フ ィ ッ シ ャ ー 、 ロ ブ デ ン ・」 ・グ レ イ ド 、 ラ ン ダ

ル ・ハ ッ チ 、 ポ ー ル ・W・ ハ イ エ ス 、 ゴ ー ドン ・1・ ア ー

ビ ン グ 、 ヘ レ ン ・ジ ェ プ ソ ン 、 デ ィ ー ン ・ラ ー セ ン 、 ラ リ

ー ・マ ドセ ン
、 フ ラ ン シ ス コ ・マ キ シ モ 、 ル イ ス ・A・ ラ

ミ レ 、 ジ ュ ア ン ・パ ブ ロ ・ リ ボ ル デ ィ 、 リ リア ナ ・E・R

・デ リ ボ ル デ ィ
、 エ ド ソ ン ・ロ ・ドニ ー ・サ ッ チ 、 グ ス タ フ

・サ リ ク
、 リ チ ャ ー ド ・ス コ ッ ト、 ウ ン ベ ル ト ・デ ・ア ン

ド レ ー ド ・シ ル ベ イ ラ 、 ア ザ エ ル ・T・ ソ レ ン セ ン 、 ジ ャ

ネ ッ ト ・W・ ソ レ ン セ ン 、 リ ン ・A・ ソ レ ン セ ン 、 マ ニ ュ

エ ル ・ス ル エ ド、 ジ ェ イ ム ・ ビ ラ ロ ボ ス ・ タ ピ ア 、 ア ミー

・バ レ ン タ イ ン

◇ ◇ ◇
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一 同 が 食 事 を して い る とき
､イ エ ス は パ ン を取 り､祝 福

して これ を さ き､弟 子 た ち に与 え て言 わ れ た､｢取 っ て 食

べ よ､こ れ は わ た しの か ら だ で あ る｣。また 杯 を取 り､感 謝

して 彼 ら に与 えて 言 わ れ た､｢み な､こ の 杯 か ら飲 め 。 こ

れ は､罪 の ゆ る し を得.させ る よ う に と､多 くの 人 の た め に
ト

流すわた しの契約 の血である。あなたがたに言ってお く。

わたしの父の国であなたがたと共に､新 しく飲むその 日ま
　

で は､わ た しは今 後 決 して､… … …飲 む こ と を し な い｣。

彼 らは､さ ん び を歌 っ た後､オ リブ 山へ 出 か け て行 っ た 。

(マ タ イ26:26-30)

､イエ ス さ ま は 十 字 架 に お か か りに な っ た後､新 世 界 の ニ

ー フ ァ イ 人 をお とず れ ま し た
。 そ こ でせ い さん の 儀 式 な ど､

い ろ い ろ な教 え を お与 えに な りま した 。 イ エ ス さ ま は ニ ー

フ ァ イ人 に こ う言 わ れ ま し た 。｢… … 汝 ら も常 にか くの ご

と くこ の儀 式 を行 わ ざ るべ か らず 。 これ を わ れ が 汝 らに 現

わ した る わ が 体 の 記 念 に行 え。 … … も し汝 らが た え ず わ れ

を記 念 せ ば､わ が 『み た ま』 必 ず 汝 ら と共 に在 ら ん｣。(IIIl

手 一 フ ァ イ18:6,7)

昔 イ エ ス さ まが 十 二 使 徒 た ち に せ い さん を受 け る よ うに

と言 わ れ た こ とに し たが っ て､私 た ち は今{毎 週 パ ン と水

を受 け て い ます 。

私 た ち は せ い さ ん が どれ ほ ど大切 な もの か を忘 れ て し ま

うこ とが あ り ます 。 単 な る 習慣 と してせ い さん を受 け､イ

エ ス さ ま を思 う こ とを忘 れ て し ま っ て い ます 。

イエ ス さ.まを 思 う とい うの は ど うい う こ とで し ょ うか ♂

私 た ち は 毎 日イ エ ス さ まの お 名 前 に よ っ て 祈 る と き､た く

さ ん の祝 福 を天 の お 父 さ ま に感 謝 す る と き､も う と成 激:

さ る よう 助 け を求 め る と き に､イ エ ス さ ま の こ と を思 い う

か べ ま す 。 家 族 や 友 だ ち に よ い こ とを した り､よ い も は ん1

を示 し た りす る と き､私 た ち は イ エ ス さ ま の こ と を考 え ま

す 。 バ プ テ ス マ を受 け る とき もそ うで す 。

毎 週 日曜 日に せ い さ ん を受 け る と き､私 た ち は特 に イエ

ス さ ま の生 き方 と教 え に つ い て 考 え な け れ ば な り ませ ん 。

こ の1週 間 自分 が 何 を した か を考 え､心 か ら イエ ス さ まの

こ と を思 っ て い た か ど うか を考 え る の は､と て もす ば ら し

い こ と です 。 そ して､こ れ か ら始 ま る1週 間 に つ い て 考 え

計 画 し､も っ とよ くなれ る よ う天 のお 父 さ まに 祈 る こ とが

で き ます 。

と こ ろが 私 た ち の 心 は 時 々 ふ らふ らす る こ とが あ り ます 。

け い け ん に な る こ と を忘 れ た り､救 い 主 の こ と を考 え な か

っ た りす る こ とが あ ります 。 で もせ い さん が パ ス さ れ て い

る 間､頭 を下 げ て 静 か に して い れ ば､イ エ ス'さま の 生 涯 や

教 え に つ い て よ く考 え る こ とが で き る は ず です 。

こ こに ひ とつ の 歌 が あ ります 。 これ は 日曜 学 校 や プ ラ イ

マ リー で よ く歌 う もの です が､こ の 中 に は 私 た ちが どの よ

う に イ エ ス さ ま を思 っ た ら よ い か が 書 い て あ ります 。

十字架 で苦 しまれた

イエスさまのこと思 うのは

むずか しいことではありませ ん

静がにすわって､考 える

静かにお ぎょうぎよくして

こどもに愛 を教えてた

イエスさまのこと思 うのは

むずかしくはあ りませ ん.

わたしはこどもだけれ ど

主を思 うことがで きる
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ま ち の 人 は み ん な び ん ぼ うで し た 。 そ

こ で､な さ け ぶ か い ラ ビ は､エ ジ プ ト

に い っ て お 金 を あつ め て く る こ とに し

ま した 。

た び を して い る と､ラ ビ は ラ クダ に

の っ た キ ャ ラバ ン に あ い ま し た 。 そ し

て､い っ し ょに つ れ て い っ て くだ さ い
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て くれ ま し た。 ラ ビ は､お 金 をは らっ

て､エ ジプ トに つ れ て い っ て も ら うこ

と に な り ま し た 。
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や が て6日 め の 日が きた の で､ラ ビ

は､た い ち ょ うに､や くそ くどお りや

す み ま し ょ う とい い ま し た 。 す る とた

い ち ょ うは い い ま した 。｢お そ れ い り

ます が､ラ ビ 。 あ な た お ひ と りの た め

に､ぐ ず ぐす す る わ け に は ま い り ませ

ん 。 わ た く した ち は､た び をつ づ け ま

すd

ラ ビは､あ ん そ く 日 をや ぶ る こ とは

で き ませ ん で し た 。 そ こで ラ クダ か ら

お り､た び の ふ く ろ もお ろ しま'した 。

キ ャ ラバ ン か い っ て し ま っ と､ラ ビ は

さ ば くの 中 に､ひ と りぼ っ ち に な っ て

し まい ま した 。
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i.中 世 に は､持 ち 運 び の で

き る小 さな オ ル ガ ン が使

わ れ て い ま した 。 空 気 は､

ふ い ご を動 か して 入 れ ま

し た。

2.今 か ら600年 ほ ど前､ゆ う

か ん な 騎 士 は､こ の ギ タ
ー の よ うな 楽 器 を ひ き な

が ら､美 しい 女 性 た ち に

歌 を歌 っ て 聞 か せ ま した.。

･塾

y
･

〆
夏

鱗

ノ な"

ン

音楽 つて?

みなさん､音 楽って何だか知 っていますか。音楽 という

のは､メ 白ディー とリズムが美 しく組み合わさってできる

んです よ。はじめて音楽がつ くられたのは､地 球に人が住

み始めたころと同 じくらい､ず っ と昔のことです。楽器を

使 って､音 を組み合わせ て音楽にするお話､聞 いてみたい

と思いませ んか。

ではまず､音 は どうして出るのかな?そ うです､何 かが

動 くと音が出るんですね。 この動 くことを､む ずか しいこ

とばで振動 と言います。何かが振動す ると､そ こか ら音の

波がでて くるのです。池に小石 を投げてみてごらんなさい。

小 さな波の輪が広が ってい くでしょう。音の波 もこれと同

じと言 うわけです。

ものが速 く振動す ると､高 い音が聞こえます。ゆっ くり

振動すれば､低 い音にな ります。1秒 聞に物がふるえる回

数 のことを､周 波数 とよんでいます。

スプーンでフライパンをたたくと音が出ます。これは一

番かんたんに音 を出す方法です。フライパ ンをたた くと､
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5.ハ ー プ は､イ エ ス さ まが

お 生 ま れ に な るず っ と前

か ら使 わ れ て い ま した 。

昔 の ハ ー プ は この よ う な

形 を して い ま した 。

6.ま ん 中 の くび れ て い る

た い こ は､も う何 千 年 も

前 か ら東 洋 の 国 の 人 々 に

親 し まれ て き ま した 。

}
.

でしょう。

くだの中に息をふ きこむ と空気の流れができます。そし

てそれが くだのぞこに当たると､く だの口まではねかえっ

て外に出て行 きます。そのふるえた空気がまわりの空気 を

振動 させ､そ れが きそ く正 しい音の波 となってみなさんの

耳に聞こえて くるのです。

つのぶえや クラリネ ットのように､息 をふ きこんで音 を

出す楽器 をすいそう楽器 といいます。オルガンもその仲間

です。

でも一番すば らしい楽器と言った ら､そ れは｢声｣で す5

あなたの声は､弦 楽器 とす いそう楽器 を組み合わせた､す

ばらしい楽器なのです。あなたののどには､声 帯 というも
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の が あ り ます 。 これ は 糸 や くだ に 当 た る も の で､の ば した

り､ち ぢ め た りす る こ とに よ っ て､い ろい ろ な 音 を出 す こ

とが で き.ま.す。 そ して あ な た の 肺 は､空 気 を送 り ます 。 ま･

た 口や の ど､く ち び る､舌 は､音 楽 を作 る 手伝 い を し ます 。
'も ち ろん 鼻 も そ うで す ね

。 鼻 をつ まん で､ハ ミン グで き る

か ど っか た め して ご らん な さ い 。 で き な い で し ょ っ。

だ れ か が 歌 っ て い る子 守 歌 に 耳 をす ま して ご らん な さい 。

初 等 協 会 や､日 曜 学 校 や､聖 さ ん 会 で､大 き な声 で歌 って

み ま し よ う。 す て き な リズ ム に の って､ダ ン ス を して み ま

せ ん か 。 そ の と き に思 い 出 して 下 さ い 。 あ な た に 聞 こ え る1

そ の 音 は､何 か が ふ る え て 出 て きた 音 だ って い う こ と を。



後 ろのもの

を忘れ

一 ピ リ ピ313一

ケ ネ ス ・L・ ヒ グ ビ ー

「ある新聞社の編集主幹が大学の卒業

生 を前にした講演の中で、一同に向か一

い次の ように尋ねた。、「皆 さんの中で、

のこぎ りを使って木を挽いたことのあ

る方はどれ くらいいらっしゃるでしょ

うか。経験のある方はちょっと手を挙

げてみて くだ さいd

多くの手が挙がった。

それか らこの主幹はもう一度尋ねた。
「では、おが屑 をのこぎりで挽いたこ

とのある人は どれ ぐらいいらっしゃい

ますか?」

ひ とりの手 も挙が らなかった。
「もちろん、おが屑は挽 くこ とはで

きません。すでに挽いてしまった後の

ものだか らです。『言 うなれば、おが屑

は過去 と同 じような ものです。ですか

ら、すでに終わって しまったことや過

去の事柄が心配にな り始めたときは、

皆 さんはのこぎりでおが屑を挽 こうと

していることになるのですd彼 はそラ

語 っ却。

過去の失敗や誤 ちに必要以上に とら

われ過 ぎて自分 をみ じめに している人

があまりにも多い。彼 らはすでに犯 し

てしまった誤ちや過去の出来事に苦悶

す るあま り、眠 られぬ夜 を過 ごしてい

る。軽率で衝動的な行動に走 ることは

少なか らずだれにもあり、それが原因

で苦い経験をす ることは多い。また、

素晴 らしい機会 を自己の無神経さや見

落しのために失 って しまうこともある

し、自己本位に陥った り不親切 な態度

をとってしまった りす ることも多々あ

る。

そのような場合、私 たちは絶望感 を

感 じないではいられないが、ただそれ

だけの理由で人類たるべ き存在か ら追

放されるのが当然のように思い込む必

要はないのだ。つ まるところ、誤 ちは

だれにでもあることであり、時には役立

つごとさえあるのだから。犯 した誤ち

を知恵を用いて活用するこ と、そこに

学び成長す る機会があるのである。ま

さに 「失敗は成功のもと」 と言えよう。

しかしながら、失敗や誤ちを建設的な

ものにすることができるのは、私たち

がそれ らを正 しく分析 し、そこから益

あるものを見出し、その上で犯 した失

敗や誤ちを忘れ去 るときだけである。

パウロは 「ただこの一事 を努めてい

る。すなわち、後の ものを忘れ、前の

ものに向かってか らだを伸ば しつつ」

(ピ リピ3：13)と 書いている。

私たちは、過去の失敗や誤ちについ

て考え過 ぎるのは賢明ではないことを

知 っている。罪は善悪の判断の誤 りと

みなされるが、これ と同 じ結論が過去

の罪に拘泥することにも言えるのでは

ないだろうか。

聖典の中で繰 り返 し教 えられている

ように、もし悔改めをしなければ、私

たちは現世 にあって罪の意識にか られ

るために苦 しみ(ア ルマ14：6;38：

8;ロ ーマ2：9)、 ましてや また主

の御前に立ったときには必ずや 自分に

罪のあることに気づいて苦悩するに違

いない(モ ーサヤ2：38;モ ルモン9

：13，4)。 そして最後の裁 きの とき

私 たちは自分が罪深い者であることに

気づ くめである。(ア ルマ5：18)

心の中に罪の意識 を覚 えなが ら主の

御前に立つ という不幸な有様 を避ける

にはふたつの方法がある。ひ とつは罪

を避けることであり、もうひ とつは犯

した罪を悔い改めることである。この

現世にあって、罪を全 く犯 さず生涯 を

貫き通すことはほ とんど不可能に近 い。

従って、罪を犯.したときは真心か ら悔 ・

い 改 め な け れ ば な ら な い の で あ る 。

主 は 私 た ち に 「罪 を悔 い 改 め た る者

は赦 され 、 主 な るわ れ もは や こ れ を忘

るべ し」(教 義 と聖 約58：42;64：7)

と約 束 して お られ る。 しば しの 間 、 こ

の 約 束 が い か に 重 要 な 意 味 を伴 っ て い

るか につ い て 考 えて い た だ き た い 。 も

し真 心 か ら 罪 を悔 い改 め る な らば 、 私

た ち は主 の 目か ら見 て 、 あ たか も その

罪 を犯 さな か っ た か の よ うに清 い 有 様

と な る 。

パ ウ ロ も(使 徒23：1)ベ ン ジ ャ ミ

ン王 も(モ ー サ ヤ2：27)、 そ して ジ

ョセ ブ ・ス ミス も(教i義 と聖 約135：

4)自 分 の 良 心 が 明 らか で 、 い さ さか

の 憂 い も な い と言 っ て い る 。 な ぜ だ ろ

うか 。 彼 らに は 全 く罪 が なか っ た の だ

ろ うか 。 そ うで は な く、 む し ろ彼 らが

罪 を悔 い改 め た こ と、そ して 主 が 、犯 し

た 罪 を赦 し、 蹟 い に よ っ て そ の 代 価 を

払 っ て くだ さ る とい う信 仰 を持 っ た か

らで は な い の だ ろ う.か。

主 は 言 わ れ た。 「 『わ れ わ れ の とが

と、 罪 は わ れ わ れ の 上 に あ る。 わ れ わ

れ は そ の 中 に あ つ て 衰 え は て る 。 ど う

して 生 き る こ とが で き よ うか 』 と。 」

(エ ゼ キ エ ル33：'10)ど う し て生 き る

こ とが で き る だ ろ う。 仮 に で きた と し

て も 、 そ れ は 実 に み じめ な 生 涯 に 違 い

な い 。

過 去 の 失 敗 や 当 惑 した ど き の 経 験 を

思 い 出 して 悩 ん だ り、過 去 の不 満 を い

つ ま で も根 に持 っ た りす る こ と、 あ る

い は 悔 い 改 め た 罪 を思 い 返 して 悩 む こ

とは 、益 と な る よ り もむ しろ 害 とな る

方 が 多 い 。

の こ ぎ りで お が 屑 を挽 く よ う な こ と

を して は な らな い 。精 神 的 に も霊 的 に

も 、過 去 の 誤 ち に深 くこ だ わ り過 ぎ る

こ とは 健 康 とは 言 え な い か らで あ る 。

誤 ち を犯 した な ら、 そ こ か ら何 か 将 来

に役 立 つ もの を 引 き 出 し、 それ か らパ

ウ ロ が 「後 の もの を忘 れ 、 前 の もの に

向 か って か らだ を伸 ば しつ つ 」 と言 っ

た よ う に 、 そ の誤 ち を捨 て よ うで は な

い か 。

ヒグビー兄弟はプロボステーキ部の

高等評議員であ り'、ブ リガム ・ヤング

大学で心理学の助教授 を務めている。
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永遠の絆

永遠の来世における私たちの場所は

現世での行ないによって決定 される

十 こ 使 徒 評 議 員 会 会 員

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

私はこの機会に、キンボいル大管長

の偉大な指導力に対 して深い感謝の意

を申し述べたいと思 う。あなた方も必

ずや私 と同 じ気持 を抱いてお られるに

違いない。キンボール大管長は、私 た

ちに霊的な感動を与 えて くれる。彼 は

力ある神の人であるが、非常に謙遜 な

人でもある。 また彼は人 と親 しく交わ

るという特質 を持っている。つま り、

私たちはこぞって、この上な く大管長

を愛している ということである。私は

今 日、この場において、私たちが大管

長の指導にいかに感謝 しているか とい

っことと、私たちが心 と霊のすべて を

尽 くして大管長 を支持 していることを

あなた方に代わって申し上げても差 し

つかえないのではないだろうか と思 う。

私たちはキンボール大管長の指導に深

く感謝するものである。

私の友人にケネス という名の人物が
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いる。彼には美しい妻 と幼い4人 の子

供がいて、彼 自身はと言 うと善良な一

市民であ り、 しかも仕事 もよ くできる

男である。

彼の家族は一致団結 してお り、何 を

するに もどこへ行 くに もいつ も一緒で

別行動 を取ったことがない。遊ぶとき

に もである。 これ を知って、中には、
一体彼 らはこれ以上何 を求めようとい

うのだろうかと不思議 に思 う人がいる

かも知れない。 しか し.彼 らにほひ と

つ足 りないものがあるのである。 しか

も非常に重大なものが。すなわち、こ

の家族には自分たちが今味わっている

幸福 と家族の絆 を永遠のものとする何

かが欠けているのである。

彼 らは現在の生活にこの上な く満足

しているので、彼 らの未来に、あるひ

とっの可能性が横たわっているなどと

は夢想だにしない。 それは、今の生活

がすべて終わ りを告げ、今ある家族の
つ

幸福や絆が もはや続かず、またその喜

びが単 なる思い出にしか過 ぎなくなる

日がやって くるか も知れないというこ

とである。

ケネス と妻のルシールは共に善良で

正直で徳高い人である。ふたりは教会

に行かず、教会な しでも十分立派な人

間になれ ると考えている。彼らは子供

たちに正直と徳 とを教え、教会が自分

たちに教えて くれるのは精々それ ぐら

いだと考えている。

ともか く、彼 らは家族で楽 しく過ご

す ために週末の時間が必要 だと主張す

る。土、 日曜はケネスが仕事か ら解放

される数少ない 日なのである。そこで

教会 に出かけることは全 く彼 らの生活

に水 を差すことになるし、週末ごとの

計画に支障を来たす ことにもなるのだ、

とそ う彼 らは考 えるのである。

ここで私 はケネスー家に、また彼ら

と同 じような状況にある家族の方々す

べてにお話 したいと思 う。ケネス、し

ば しの間私 たちの助言に耳 を傾 けて く

れたまえ。

私たちは君が家族 をどんなに深 く愛

しているかよく知 っている。だが、も

っと強 く深 い愛があ り得ることを忘れ

てはならない。人生 とは予測のつかな

いものだ。今味わっている幸福や喜び

もいつまで続 くか保証はないし、永遠

に続 くことはないであろう。

ケネス、君は同じ職場の仲間ラルフ・

スチュアー トのことを覚 えているだろ

う。事故に遭って不具 とな り、果ては

命 を落 として しまった彼 を、一体彼の

家族の絆はどうなったのだろうか。そ

して今、彼 らの週末の レクリェージョ

ンはどこに行 ってしまったのだろうか。

このようなことを話 して気にさわるこ

とがあったら許 してもらいたい。

君は現実的で、いつ も物事を真正面

からとらえる人だ。それなのに、なぜ

自分の家族のこととなるとそ うしない

のか。

先 日、通 りかかった美 しい石造 りの

教会の前に、小 ぎれいな掲示板が出て

いた。翌 日曜日に話 される牧師の説教

のテーマを告げるもので、次のような

質問が書かれていた。 「あなたは永遠

とい う時をどこで過ごそうとしていま

すか。」

私はその言葉に目をひかれ、足を止

めて考 えていると、何年か前、大 きな

飛行場で リチャー ド・L・ エバ ンズ長

老 と一緒にいたときのことを思い出 し

た。その とき、私たちは人々が急ぎ足

で往来する様子を見ていたが、飛行機

に向かって駆けて行 く人 もいれば、タ



ク シー や 友 人 を捜 して 歩 い て い る 人 も

い た。

エ バ ン ズ 兄 弟 は 人 々 の 流 れ か ら 目 を

転 ず る と、私 に 向 か っ て こ う尋 ね て き

た。 「あ の 人 た ち は 実 際 、 自分 が ど こ

に行 こ う と して い る の か 考 え て い る だ

ろ うか 」 と。

と こ ろ か ケ ネ ス 、 君 と 同様 に 彼 らは

そ の 問 題 に い さ さか の 注 意 も払 っ て い

な か っ た の だ。

私 は 君 に 尋 ね た い。 「君 は 実 際 ど こ

へ 行 こ う と して い るの か 。 そ れ に 君 の

家 族 もだ 。 君 の 前 途 に は楽 しみ ば か り

が あ るの だ ろ うか 。 ま た 、 い つ も家 族

と一 緒 の 生 活 が で き る の だ ろ うか 。 君

は 永 遠 とい う こ とに つ い て 考 え た こ と

が あ る の か 」 と。 私 た ち は 日曜 学 校 で

次 の 讃 美 歌 を よ く歌 っ た もの だ。

輝 く家は 永遠の生命

星は輝 く 働 きゆかん

ま た 次 の よ う に もあ る ，

天に向いて 日々に進 まん

善 き業なせば 家近づ く

「さ か え に進 まん 」

讃 美 歌168番

君 に は 忘 れ て し まっ た もの が ひ とつ

あ る の で は な い だ ろ うか 。 この 古 き良

き歌 は 、 ま さ に そ の こ とに 私 た ち の心

を 向 け させ て くれ る の だ。

ケ ネ ス 、 永 遠 の世 界 は 現 実 に 存 在 す

るの だ よ。 私 は 、 君 か す で に そ の こ と

を知 っ て い る と確 信 して い る し 、天 に

永遠の御父がおられることも信 じてい

ると思 う。 しか し、私たちはその永遠

という存在の中にあって、自らのため

にふ さわ しい場所 を確保すべ く何をし

ていると言えるだろっか。

私たちは、神が最 も慈悲深い御方、

すなわちこの上なく慈悲ある御父であ

るが故 にまた正義の神であるという事

実 をすべて受け入れなければならない。

私はそう考えている。それならば、

天父が私たちに望んでおられるのは何

なのだろうか。

山上の垂訓で救い主が命じられたよ

うに、主は私たちが御父のようになる

ことを望んでおられる。(マ タイ5：

48参 照)神 の子である私たちは、将

来、神に似た者 となるには十分な素質

を内に秘めているのである。子供が成
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長 して親 と同 じようになるのはごく当

然のことではないか。 しかしながら単

なる心の中の願いであった り、ある特

定の人格 を身につけて も、それが 自分

自身を満足させるだけの ものでしかな

かったならば、私たちは神に似た者 と

なることはできない。

私たちが従 うべき計画は主御 自身が

定め られたものであり、その計画のみ

が私たちに望み通 りの結果をもたらし

て くれ るのである。この計画は、現世

においても来 たるべ き世において も成

功を収め るための公式 となるものであ

る。 もしこの計画に従わない とすれば

自分自身 を拘束す ることになる。 これ

はすべての面において同じではないか。

ケネス、君は学校で化学を勉強 したこ

とがあるだろう。そこで、実験の とき

公式通 りにしなかったらどんな事態が

起こるか予想できるに違いない。また

履修課程を修めなければ卒業できない

こともわかっているはずだ。永遠の来

世 について も同じことが言える。私た

ちは主の公式、すなわち主の福音に従

わなければならない。

そのようにす るならば、君が今、味

わっているこの家族の絆をいつ も持ち

続けることがで きる。そればか りか、

死も復活 もその絆 を妨げることはで き

ないのである。君もそうありたいと思

わないだろうか。

しかし、不完全な方法から完全な も

のは生 じ得ないことを主は承知 してお

られる。 それ故、主は違背することの

ないように との訓戒 を伴った完全な公

式を与えて下さったのである。学校に

おいて もそうであったように、主の公

式に従わず、またその計画を心から完

全に受け入れなければ、祝福を授かる

ことはで きないのである。

主が御 自身の律法 を破 られるはずは

ないということを銘記 して、主が言わ

れた幾つかの事柄 に目を向けてみよう。

従順は一要素である。従って神の律法

に従 うことは全 く道理にかなったこ と
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である。

主が従順について語 られた箇所を2、

3読 んでみよう。救：い主はニー ファイ

人に次の ように言われた。

「われに来 りて救いを得 よ。 まこと

にわれ汝 らに告 ぐ、われが今汝 らに下

したるこの命令を守らず ば、決 して天

の王国に入 るを得ず」(IIIニ ーファイ

12：20)

ここで、この言葉が君にとって、ま

た君の家族にとって何 を意味するのか

考 えて欲 しい。 よく研究 し、よく考 え

て くれたまえ。 「われが今汝 らに下 し

たるこの命令 を守らずば、決 して天の

王国に入るを得ず司これは非常に重大

な言葉である。

教会初期に、救 い主は啓示によって

本質的に同じことを言われた。 「たえ

ずわが誠命 を守れ、……され ど、わが

誠命 を守 らずば汝はわが居る所に来る

を得ず司(教 義 と聖約25：15)

ケネス、君は神権 を授かっている。

主は神権 を付与された者の将来に大い

なる約束を与えておられるが、そのた

めの条件 を次のように定め られた。「そ

は、汝 ら神の口より出るすべての言に

よりて生 くべければな り」`(教 義 と聖

糸勺84：44)

永遠 とい う時を主 と共に過 ごそうと

す るならば、私たちは主が求めておら

れる事柄 を行 なうことによってその特

権を得 なければならない。君にはその

意味が理解できるだろう。 もし永遠に

主 と共にあ りたいと望むなら、私たち

自身が主に似 た者 となることはもちろ

ん、妻や子供たちにも同じことが要求

される。 しか し、私たちがそのように

なれるのは、主の戒めを守 り、主の教'

会にあって主の定め られた計画に従 う

ことによってのみである。教会のプロ

グラム とはまさしく救いの計画であ り、

その道に従 うことによって私たちはキ

リス トの持ってお られるような特性 を

培い、キ リス トに似た者 となることが

できるのではないか。

もし私たちが キリス トに似た者でな

い状態のままで主の御前に立つことが

できたとして も、私たちは全 く場違い

な感 じしか受けないのではないか と思

う。 もちろん、このような方法で主の

もとに帰 ることはあり得 ないが。

不断の努力な くしてキ リス トのごと

き人格 を形成す ることはで きない。私

たちはある過程 を踏まえて成長するの

であ り、それはキ リス トの福音を自己

の指針 とすることによってのみもたら

されるということを承知 しなければな

らない。

またそのことに生半可な態度であっ

てはいけない。私 たちはすべからく心

を尽 くし、勢力を尽 くし、思いを尽 く

して主に仕えなければならない。また

主の教会において活発にその業に携わ

ることもキ リス トの福音の一部である

ことを覚える必要がある。主はそのこ

とを強調 して言ってお られる。 「この

キリス トの教会に属する者は皆教会の

誠 命 と誓約 とをすべて遵奉すべ し」(教

義 と聖約42：78)

私たちは、自ら蒔 くところの ものを

また刈 り入るな りと教 えられている。・

これは刈入れの律法である。畑に麦の

種 を蒔けば麦が育つ。 それと同様に、

私たちがもし人格形成の上で義の種 を

蒔 くならば、義の実 を刈 り取るであろ

う。主御 自身が言われた通 りである。

「何事にて も汝ら蒔 くところの ものを

また刈 り入るべければなり。 この故に、

汝 ら善の種 を蒔かばそのむ くいとして

また善の実 を取 り入るべ しd(教 義 と

聖約6：33)

このように刈入れの原則はすべてに

適用 される。例えば、主は言われた6

「もしも、あなたがたが、人々のあや

まちをゆるすならば、あなたがたの天

の父 も、あなたがたをゆるして下さる

であろう司(マ タイ6：14)

また 「あなたがたが さば くそのさば

きで、自分 もさばかれ、あなたがたの

量るそのはか りで、自分にも量 り与え



♪

られるであろう」(マタイ7：2)と 仰

せになった。

言い換えれば、今この場で来世にお

いても家族の絆を保ちたい と計画する

ならば、永遠の来世 に赴いたときその

絆が得 られるのである。 しか しその 目

標に向けて努 力を払わなければ、その

祝福は奪われてしまう。

ケネス、君に尋ねたいことがある。

君は君の奥 さんに永遠の来世 をどこで

過 ごして欲 しいと思っているか。それ

に君の子供たちもだ。君は奥さんや子

供たちをいつまでも自分のそばに置い

てお きたいと思わないだろうか。そう

でなければ、君はいつかは離れ離れに

なってしまう計画を立てていることに

なるのだ。

君は、君が現世において しり込み し

たばっか りに、奥 さんが夫 と子供を失
『
ったまま永遠の来世 を送 らなければな

らないようなはめに陥 ることを望むだ

ろうか。

また君の子供たちが君のために父母

との家族の絆な くして孤児 として過ご

すことを望むだろ うか。

君の とる行動が君の妻子の永遠の生

活に影響 を及ぼすことを、君は 自覚 し

ていないのではないか。子は親の模範

に従 うものである。君が示す模範次第

で子供たちが神 を信 じ、神に仕 え、ま

た清い習慣を身につけるか否かが決 ま

るのだ。 そして同様に子供は自分が受

けた影響 をまたその子供 、つ まり君の

孫に及ぼす。そのことがわかれば、今

の君の行 ないが生まれ来る君の子孫に

どんな影響を与 えるか も理解できるだ

ろう。

君は彼 らに何 を望むか。最善の もの

か、それ ともそれ以上の ものか。

今こそ君 と神 との関係を固 く結ぶと

きではないか。君 自身の救いのために

君の奥 さんのためにまた君の子供たち ・

孫たちのために。

私たちは皆家族の幸福 を願らている

が、不従順や神 を無視するところに幸

福はあり得 ない。 なぜ世の道に従 うの

か。そこに心の満足なぞ得 られ ようは

ずがない。また払う犠牲も大 きいのだ。

これまで述べてきたように、家族の

永遠の絆を得るには、神殿結婚が必要

である。それ以外の道は考えるだけで

も恐ろしい。 というのも、私たちが神

殿結婚を拒絶すれば家族の絆 を来たる

べ き世 まで持ち続けることはおろヵ・、

伴侶な くして果てしな く別離孤独のま

までいなければならない と主は仰せに

なっている。

スペンサー ・W・ キンボール大管長

はこの点について次のように語ってい

る。

「永遠 ということ、永続する幸福 、

神にまみえ神 と共に住 まうという特権、

あなたがたはこれらのことを自ら危 く

してはいないだろうか。調査研究や瞑

想の欠如のために、すなわち偏見や誤

解、知識の不足から、この大いなる特

権 を自ら失っていは しないのか。

また自らを永久に別離孤独で生き、

他人に仕える者にしてはいないか。子

供が死んだ りあなた方が世 を去 るとき

自分の子供 を見放 しみすみす孤児にし

たい と思 うのか。生涯に得 た最高の喜

びすべてが 『更に附け加 えられ』、強

め られ、いや増 し加えられて永遠の も

のとされるというのに、ただひとり孤

独なままで永遠の道を進みたいと思 う

だろうか。 それとも………この大 いな

る真理 を無視 し、退けたいであろうか」

そして大管長は言われた。 「皆さん、

どうかこの呼びかけを無視 しないでい

ただきたい。 あなたがたの目を開いて

見、耳を澄まして聞 くことをやめない

ようにとお願いす る。」(「聖徒の道」

1975年1月 号)

そこでケネス、私は君にもうひとつ

尋ねたい。君にとって10人 のお とめの

讐話 はどんな意味があるだろうか。そ

の中の5人 は思慮が浅 く、5人 は思慮

深い者であった。思慮深い者たちは将

来のために準備 をしたが、思慮の浅い

者たちは何の備えもしなかったため主

の前か ら閉め出された。そ して用意の

できた思慮深い女たちは主に迎えられ

たのであった。

ケネス、私はキンボール大管長 と共

に君のような立場にいる人皆に、そし

てその家族 に訴 える。主の命令を舜け

入れ、主に仕え、永遠に主 と共にいる

ことのできる場所を得 るようにと。

救い主の約束は私たちが主の命令を

受け入れて初めて大いなる約束となる。

主の仰せにある通 りである。

「われ を受け入るる者はわが父を受

くるなり。

而して、わが父を受け入るる者はわ

が父の王国を受 くるなり。 この故にわ

が父の もてるすべては彼に与えらるべ

し」(教 義 と聖約84：37、38)

しか も主を受け入れることは私たち

が幸福になるための特権で もある。主

イエス ・キ リス トの聖な、るみ名により

心からお祈 り申し上げる。アー メン
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十二使徒評議員会会員

リグラン ド・リチャーズ

兄弟姉妹の皆さん、この素晴 らしい

大会に共に集うことができ、 どの部に

おいても音楽や兄弟たちの話 を堪能で

きたことを感謝する次第である。 きょ

う私は皆さんの前で、天父と、私たち

のために蹟罪の犠牲 として命を捧げら

れた御子イエス ・キリス トと、また、

素晴らしい生 き方を教えて くれる回復

された主の福音に対 し、私の抱いてい

る愛を申し述べ たいと思う。 この福音

は、地上での働きを終えた後に永遠の

世界が存在することを私たちに教えて

くれるのである。

私は、教会 を巡 り、伝道部を訪れ、

伝道本部の人々と会い、教会員の信仰

を感 じるたびに抱 く聖徒たちへの愛 を、

ぜひ ともお伝 えしたい。私たちは、現

在全世界で教会が著 しい成長 と発展 を

遂げているそのゆえんとして、みたま
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が豊かに注がれていることを神に感謝

申し上げる。私は高貴なる指導者キン

ボール大管長 とその副管長 を、神に感

謝申し上げる。私をはじめ教会員はす

べて彼らを愛 している。それは彼 らが

まことに御父の しもべだか らである。

私はきょう、この世 で成人して結婚

の誓約 を交わし、 自分の子供 をもうけ

るときを待たずに死んだ子供の親たち

に向けて、お話をしたいと考えた。そ

のような経験のある家庭は少な くない

と思 う。

各国の戦地で命 を失った青年たちは

多いであろう。伝道地で亡 くなった青

年たちもあろ う。私がオランダ伝道部

長であったとき、伝道部内のひとりの

素晴 らしい宣教師が永遠の栄えに他界

したことがある。

私はまた、 日の栄えに共に昇栄する

にふさわしくない男性 と連れ添いたく

ないために、この世 で結婚の機会を持

たない忠実な素晴らしい大勢の女性た

ちのことを考える。その多くは伝道に

出て、御父のみ国の建設 とシオンの若

人の育成のために勤勉に働いている素

晴らしい女性たちである。

心に感 じていることを、私 自身の家

族 を例にとって話 させていただきたい

と思 う。私共夫婦はオランダで伝道に

携わっていた聞に一女に恵まれたが、

数年 して帰国してからその子は亡 くな

った。妻はその子が生まれたときに、

天使が連れてきたのを見たような気が

す ると何度 も私に言っていたのだが、

その子は死んで しまった。 また、私は

妻の4人 の姉妹のことも考える。

その うちのひとりはきょう、扶助協会

中央管理会長会の副会長 として皆様方

の支持を受けたが、他の3人 も、才能

は多少違って も皆立派な素晴 らしい女

性である。

私は3歳 半で亡 くなった子供のこと

を考 えると、神が天地を統治しておら

れ、あの子 もいつかは自分の栄えに入

って、地上で両親に育てられた4人 の

姉妹 と同じ機会にあずかるという信仰

を得ていることを、神に感謝す るので

ある。 また、使徒パウロが 「もしわた・

したちが、この世の生活でキリス トに

あって単なる望みをいだいているだけ

だ とすれば、わたしたちは、すべての

人の中で最 もあわれむべ き存在 となる」

(1コ リン ト15：19)と 言ったその言

葉 をありがたいと思 う。つかの間のこ

の世では、神が忠実で誠実な者たちの

ために考えておられるすべ てのことを、

すべての子 らのために成就されるのは

不可能なことであろう。

高価なる真珠に記されているモーセ

の言葉が心に浮かぶ。「見よ、これわが

業にしてわが栄光、すなわち人に不死

不滅 と永遠の生命 とをもた らすな り」

(モーセ1：39)と きどき考 えるの

だが、私 たちはこの聖句について深 く

考えてみたことがあるだろうか。「人に

不死不滅 をもたらす」 ことが、ロムニ

ー副管長がけさ指摘 された通 り、私た

ちが復活の後にもはや死ぬことはない

とい うことを意味するものだというこ



とは、理解 できると思 う。では、永遠

の生命はどうであろう。そのことを考

えると、私はこの言葉の中に、神が忠

実で誠実な子供たちの将来に計画 して

お られるすべてのことは、神のみここ

ろにかな うときに必ず実現す るとい う

感を覚 えるのである。

モルモン経の中には、人はみな同じ

ときに生まれるわけではないし、同 じ

ときに死ぬわけではない、それは問題

ではないということが書かれている。

(ア ルマ40：8参 照)こ こでアブラ

ハムの言葉 を思い浮かべ るのだが、彼

は霊たちが地上に置かれ るのを見た と

きに、主は彼らが命 じられたすべての

ことを行なうか どうか を試そうと言わ

れた。 「而して、最：初の位 を保つ者は

更に附け加 えられ」(アブラハム3：26)。

こ：れはこの世 に来 る前あ霊界でのこと

である。 「第二の位 を保つ者は、 とこ

しえに栄光 をその頭に附け加 えられんd

(アブラハム3：26)亡 くなったあの

子は、 自分の第二の位 を齢いっぱい保

ったのである。

そして、私は主が予言者ジョセブ ・

ス ミスに告げたみ言葉のことを思 う。

「神の業、計画、目的が破れ、また水

泡に帰す るは共に有 り得べか らずd

(教義 と聖約3：1)こ れはすなわ

ち、子 らのために宣言 されたことを成

就しようとする神のみ手は、何び とも

阻み得ない ということである。さらに

教義 と聖約の中で、主は言ってお られ

る。 「その企図は敗るることな く、ま

たその御手を止め得る者絶えてなし。

永遠よ り永遠に主は同じにして、その

齢は尽 くることな しd(教 義 と聖約76 .

：3，4)

また、主は予言者ニー ファイにこう

語られた。 「そはわが業の今なお完成

せ ざるのみならず、人間の終 りの時に

なるも、またそれよ り進みて限 りなき

未来にな りても完成せ ざるべか らざれ

ばなりd(IIニ ーファイ29：9)さ

てここからわかるのは、神は高価なる

真珠に出ている、ふ さわ しい者の頭に

とこしえに栄光 をつけ加 えるという働

きが終 りを告げる時は決 して来ないと

い うことである。

ひるがえって私の家族について考 え

れば、4人 の娘の後に生まれた息子は

た くましい青年に成長 したgし か し彼

は、私がカリフォルニアでステーキ部

長 をしていた当時、海岸で事故に遭い

死亡 した。弱冠16歳 になろうとしてい

た ときで、父の私 と同じほどの背丈が

あった。あの子の兄弟について考えて

みると、きょうこの場にいる彼 らには

みな家族があり、ひとりは十二使徒会

地区代表 として働 いている。この こと

からも、私には亡 くなった息子が来た

るべ き永遠の世で、この世にまだ生 き

ている兄弟たちよりも劣った栄光 を受

けるとは考えられない。彼が死んだと

き、高校の校長先生が訪問され(教 会

員ではなかったが)、リチャーズ姉妹に

「彼は私がこれまで教 えた生徒の中で

一番良い子でした」 と話をされた
。あ

の子が大人になってい くにつれ、私た

ちもそのように感 じたものだった。

私はまた、ちょうど同 じ年齢で死ん

だ幼い孫娘のことも考 える。その両親

も兄弟姉妹 もきょうこの場にいる。そ

の子は数 日病の床に伏 した後、16歳 で

死んだ。美 しい乙女だった。ほかの子

供 たちがこの世に生 きていて受けるす

べてのものを、.あの孫娘 もいつかは受

けられるという神の計画がなかった と

したら、天父に対す る、また天父の御

計画の完全さに対す る私の感謝の思い

は薄れて しまっていたであろう。

イエスの言われたた とえ話が思い出

される。

「あなたがたのうちで、だれかが邸

宅 を建てようと思 うなら、それを仕上

げるのに足りるだけの金を持 っている

か どうかを見るため、まず、すわって

その費用を計算 しないだろうか。そう

しないと、土台をすえただけで完成す

ることができず、見ているみんなの人

が、……あざ笑 うようになろうd(ル

カ14：28-30)

もし神が人に不死不滅 と永遠の生命

を与える仕事 を始めなが 転 その仕事

を完成させ る機会を用意されなかった

としたら、邸宅を建て始めながら完成

することのできない建築者 と同じであ

ろう。

また私の家族のことに戻 るが、妻の

妹がつい先頃亡 くなった。彼女は伝這

にも行 き、補助組織で働いた気高い女

性である。 ところが彼女は生涯独身で

あった。私は、主の御計画は不完全で

あるはずがな く、彼女はいつか、自分

の姉(私 の妻)が すばらしい家族 を持

って受けたと同 じすべての喜びを得 ら

れるはずだと信 じている。 「その企図

は敗るることな く、またその御手を止

め得 る者絶えてなし。」(教 義 と聖約76

：3)

それで、私は福千年のときを神に感

謝 している。その千年間にいかに多く

の仕事が待 っていることか。それにつ

いて多 くをお話する時間はないが、イ

ザヤの言葉が心に浮かぶ。イザヤは福

千年 をかいま見た。彼は、新 しい天 と

新 しい地ができ、おおかみ と獅子が共

に伏 して獅子が牛のようにわらを食べ

る時代 を見た。民は家を建ててそこに

住み、ぶどう畑を作 って、その実を食
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べ る。 彼 らが 建 て る所 に ほ か の 人 は 住

まず 、彼 らが 植 え る も の は 、 ほ か の 人

が 食 べ な い 。 す べ て の 人 は み な 自分 の

手 の 働 き を享 受 す るか らで あ る 。(イ

ザ ヤ65：17-25，11：6-9参 照)

そ し て 、 イ ザ ヤ は こ う記 して い る 。 「彼

ら は主 に祝 福 さ れ た 者 の す え で あ って 、

その 子 ら も彼 ら と共 に お るか らで あ るd

(イ ザ ヤ65：23)こ れ は代 々 の家 族 の

つ なが りを意 味 す る よ うに 聞 こ え な い

で あ ろ うか 。

ま た私 は 使 徒 パ ウ ロ の この 言 葉 を 、

神 に感 謝 して い る。 「た だ 、主 に あ っ

て は 、 男 な しに は 女 は な い し、 女 な し

に は 男 は な いd(1コ リ ン ト11：11)

こ れ は 真 実 で あ り、主 は 、 子 らが いつ

か は そ の 大 い な る祝 福 を受 け られ る よ

うに 計 画 して お ら れ る は ず で あ る。

こ こで 、 そ の 福 千 年 に つ い て 主 の み

言 葉 を読 ん で み よ う。

「ま た死 ぬ る こ とな き を 以 て 如 何 な

る悲 しみ もあ る こ とな か らん 。 そ の 日、

誰 に て も幼 児 は年 をとるまで 死 ぬ る こ と

な く、 そ の 命 は樹 の 齢 と等 しか るべ し 、

而 して 、 彼 の 死 ぬ るや 眠 る こ とな か ら

ん 。 す な わ ち こ の世 に 於 て 眠 る こ と な
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くして、瞬 く間にその身変 りて天に上

げられ、その休息は栄光に輝かんd(教

義 と聖約101：29-31)

人は木の齢まで生 き、またた く間に

身を変 えられるのである。

さて、もうひ とつ予言者ジョセブに

対する主のみ言葉を読みたいと思 う。

「地はゆず りとして彼 らに与えられ、

彼 らは殖 え満ちて強 くなり(夫 婦 とい

う関係がなければ殖 えることはできな

い)、 その子孫 らは罪を犯すことな く

育ちて救いに入 らん。主は彼らの中に

在 りてその栄光は彼 らの上に輝き、主

は彼 らの王にして立法者たるべ しd(教

義 と聖約45：58、59)

日の光栄の王国を受け継 ぐ者たちに

ついて、主はこのように啓示された。

「……この光栄は最高完全の光栄にし

て、永久にその子孫の続 くことな りd

(教義 と聖約132：19)

そのため、私はいつか霊界で、息子

の選んだ花嫁に会 える日を楽 しみに し

ている。 息子が、先ほど述べたかわい

いめい(私 に とっては孫娘)の ように

すてきな相手を見つけ られるとしたら、

それは何 とい ううれ しいことであろう

か 。 そ の こ と を正 し く理 解 して い た だ

くた め に 、福 千 年 に 起 こ る 出来 事 に つ

い て ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 と ウ ィ ル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ 大 管 長 の 言 葉 を

読 ん で み た い6

ヤ ン グ大 管 長 は こ の よ うに 語 っ て い

る。 「この 業 を遂 行 す る た め に 、 ひ と

つ の 神 殿 の み な ら ず 何 千 の 神 殿 が な け

れ ば な らず 、 何 千 何 万 の 男女 が そ れ ら

の 神 殿 に 入 り、 主 の 啓 示 以 前 に 生 きた

人 々 の た め に儀試 を行 な うで あ ろ う。」

(「説 教 集 」3：372)考 えて もみ て ほ しい。

何 千 の神 殿 が 建 ち1何 万 の 人 々 が そ の

神 殿 に 入 る と し た ら、 神 殿 の儀 式 を待

つ 霊 た ちの た め に 主 が どん な こ と を用

意 して お られ るか 、い くば くか 想像 も

で き よ う。

ま た 予 言 者 ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ド

ラ フ は 次 の よ うに 語 っ た 。 「救 い 主 来

.臨 の と き に は 、 一 千 年 が この 腰 い の 業

に 捧 げ られ 、 神 殿 が この ヨセ ブ の地7

一 南 北 ア メ リカ の そ こか し こ と
、 ヨー

ロ ッパ や そ の ほ か の 地 に 出現 す るd鴨

(「説 教 集 」19：230)

私 は き ょ うの 話 を私 の 信 仰 を もっ て

閉 じた い 。 主 は 御 自分 の 業 を心 得 て お

られ 、 早 く して世 を去 っ た 人 々 が 悲 し

む こ との な い 計 画 を 用 意 して お られ る

と 、私 は 信 じて い る 。 そ こ で 使 徒 パ ウ

ロの 言 葉 を結 び と した い。 パ ウ ロ は 第

三 の 天 、 神 の パ ラ ダ イ ス に捕 ら え行 か

れ て 、書 くこ との 許 され な い もの を見

た 。 彼 は こ う言 っ て い る。 「目が ま だ

見 ず 、 耳 が ま だ 聞 か ず 、 人 の 心 に思 い

浮 び も しな か っ た こ と を 、神 は 、 ご 自

分 を愛 す る者 た ち の た め に備 え ら れ たd

(1コ リ ン ト2：9)こ れ こ そ 、神 を

信 じ る私 の 信 仰 で あ る 。 主 イ エ ス ・キ

リス トの み 名 に よ り、 皆 様 方 に 私 の祝

福 を捧 げ つ つ 、 ア ー メ ン。



1974年10月6日(日)第144回 半期 総 大会午前の部 にお ける説教

山の上 に

ある町

ワシン トン神殿 は偉大な る灯台で

あ る。だが、最 も大いなる灯台は私

たち自身の生活でなければな らない

十 二使 徒 評 議員 会 会 員

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

兄弟姉妹、私はあなた方の信仰 を強

め る話ができるように と、聖霊の導 き

を求めるものである。私は最近大きな

経験 をした。1週 間のほとん どを他の

人と共にワシン トン神殿の入口に立っ

て、特別な来賓の接待に過 ごしたので

ある。来賓は合衆国大統領夫人や最高

裁判事 、上院議員、下院議員、各国大

使、牧師、教育者、実業界指導者であ

った。特別招待のその週 を皮切 りに、

別に30万 人以上の訪問者があの聖なる

建物を見学 した。

新聞や雑誌は大きなスペースをさい

てワシントン神殿の特集 をし、ラジオ

テレビは大々的に報道 した。近年東部

でこのように衆 目を集めた建物がはた

してあったか どうか。

見学者はほとん ど例外な く、敬慶に

建物 を鑑賞 した。心に深 く感じる人も

多かった。フォー ド大統領夫人は神殿

を去 るときに、 「本 当に素晴らしい経

験でした。……だれもが霊感を受けた

で しょう」 と語っていた。

一

連 日神 聖 な 建 物 に 立 っ て合 衆 国 内 外

の そ う そ うた る 人 々 と握 手 を交 わ して

い る と、 ふ たつ の 思 いが 幾 度 とな く心

を よ ぎ るの だ っ た 。『過 去 の 歴 史 と、 そ

して 現 在 と将 来 に 対 す る思 いが 。

フ ォ ー ド大 統 領 夫 人 が スペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボー ル 大 管 長 と並 ん で カ メ ラ

の フ ラ ッ シ ュ を浴 び て い る姿 を拝 見 し

な が ら 、私 の 心 は135年 の昔 に 飛 ん で

い た 。 当 時 教 会 員 は イ リ ノイ 州 コマ ー

ス で 家 もな く窮 乏 を極 め 、 厳 しい冬 を

迎 え よ う と して い た。 彼 らは ミズー リ

か ら追 わ れ 、 安 住 の 地 を イ リノ イ に求

め て ミシ シ ッ ピー 川 を 渡 って 来 た の だ

っ た。 彼 ら は 川 が 大 き く蛇 行 す る 美 し

い 場 所 に 土 地 を購 入 した が 、 ひ どい 沼

地 で 、 馬 も牛 も泥 だ らけ に な っ た 。 こ

の 土 地 が 、 非 常 な 努 力 と犠 牲 の 末 に あ

の 美 しい ノー ブ ー とな っ た の で あ る 。

しか し1839年 の コマ ー ス は 、家 を追 わ

れ て寄 る辺 の な い何 千 とい う人 々 の 集

合 地 で あ っ た 。 彼 らは 労 苦 の年 月 を後

に 、 家 や 納 屋 や 教 会 や 公 共 の建 物 や 数

多 くの 肥 え た 農 地 を残 し、 暴徒 に殺 さ

れ た 愛 す る 人 々 を ミズー リの 地 に 葬 っ

て来 た の だ っ た 。 略奪 に あ い 貧 窮 しな

が ら も ミズ ー リ州 か ら賠 償 を受 け られ

な い で い た 彼 らは 、 合 衆 国 大 統 領 と議

会 に 請 願 し よ う と決 意 した 。 ジ ョセ ブ

・ス ミス とエ ラ イ ヤ ス ・ヒ グ ビー が
、

ワ シ ン トンへ 行 く役 を受 け持 っ た 。

ふ た りは 軽 便 馬 車 を駆 り、1839年10

月20日 に コマ ー ス を 出発 し た。 ワ シ ン

トン到 着 は そ の5週 間後 で 、 第1日 目

の 大 半 は安 い宿 捜 しに 費や され た 。 ハ

イ ラム ・ス ミス宛 の 手 紙 に 「こ の 町 で

一 番 安 い 宿 を 見 つ け た」(砺'ω ッoゾ

伽C加 κ乃oゾ ノθ5鋸 α 商(ゾLα"θ7-

4αア ∫α碗3「 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 歴 史 」4：40)と 記 され て い る。

彼 らは 当 時 の 大 統 領 マ ー チ ン ・バ ン

・ビ ュー レ ン を訪 れ 、 そ の 主 旨 を述 べ
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た が 、 大 統 領 は 「お 説 は ご も っ と もで

す が 、 私 と して は何 も し て さ し あ げ ら

れ ませ ん 。 … … あ な だ が た に 肩 入 れ を

す る と、 ミズ ー リ州 の 票 を失 う で し ょ

うか ら」(「 教 会 歴 史 」4：80)と 返

事 した の で あ る。

ふ た りは 次 に議i会 に訴 え た 。 焦 燥 の

数 週 間 が た ち 、 ジ ョセ ブ は 馬 を飛 ば し

て コマ ー ス に 帰 っ て き た 。 ヒ グ ビー 判

事 は あ とに 残 っ て請 願 した が 、結 局 、

議 会 は何 ら手 を打 た な い と知 ら さ れ た

だ け で あ っ た 。

ジ ョセ ブ ・ス ミス が ワ シ ン トン で 拒

否 に あ っ た1839年 か ら、 スペ ンサ ー ・

W・ キ ン ボー ル 大 管 長 が歓 迎 され 重 ん

じ られ る1974年 まで の 間 に 、 公務 に つ

く人 々 の教 会 に対 す る信 頼 と敬 意 が ど

れ だ け増 し た こ とか 。 過 去 と最 近 と ワ

シ ン トン神 殿 で過 ご し た素 晴 ら しい 日

々 を通 じて私 の 胸 に 去 来 した 思 い は 、

そ の よ うな こ とで あ っ た。

幕 明 け の1839年 か ら この1974年 の 間

に は 、 さ らに数 々 の 出 来 事 が 刻 み 込 ま

れ て い る。1844年6月27日 ジ ョセ ブ と

ハ イ ラ ム の 死 、 ノー ブー の 崩 壊 、 川 を

渡 っ て ア イオ ワ地 方 へ 向 か う荷 馬 車 の

長 い 隊列 、1846年 運 命 の春 に 雪 と泥 の

中 で野 営 す る開 拓 者 、 ミズ ー リ州 ウ イ

ン ター ク ォ ー ター ズ 、 人 々 を襲 うペ ス

トや ジ フ テ リヤ や 熱 病 、 請 願 に 耳 を貸

さな か っ た 当 の 政 府 か らの 召集 令 状 、

不 フ フス カ とワ イ オ ミ ン グ の エ ル ク ホ

ー ン 川
、 プ ラ ッ ト川 、 ス イー トウ ォー

ター 川 を渡 り、 高 地 サ ウ ス パ ス を越 え

る ソ ル トレー ク盆 地 ま で の 決 死 の行 進 、

東 部 や 英 国 か ら あ る い は 手 車 を 引 き、

あ る い は ワ イ オ ミン グの 冬 に 命 を失 い

な が ら あ の長 い 道 の り を進 ん だ 何 千 何

万 の 人 々 、 入植 し た盆：地 で の 抜 い て も

抜 い て も ま た もは び こ る雑 草 との 果 そ

しの な い 戦 い 、 乾 き き っ た 土 壌 に水 を

引 くため の何 キ ロ に も及 ぶ 掘 割 り作 り、
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偏見か.ら生 じた攻撃 と非難の叫び、こ

の同じワシン トンで制定され、連邦政

府の保安官によって履行された法の下

での市民権の剥奪。これらは、はるか

な歴史を彩 る数ページである。

この厳 しかった時代が、今や過去の

ものとなったのはあ りがたいことであ』

る。それ ら試練の炎の中を忠実に くぐ

り抜けてきた人々に感謝を捧げる次第

である。私たちが今受けているものの

ために彼らの払った代償は、何 と大 き

かったことか。兄弟姉妹、私たちはそ

のことを忘れてはな らない。それ以来

正 しい生活によって、教会員のために

尊敬 を受けるに足る地盤 を築きあげて

きた人々に感謝するものである。そ し

て末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会に対

する理解が増 し、評価 と認識が広 く豊

かになったより良いこの時代 を感謝す

る。

好奇の心 をもってワシントン神殿を

訪れ、感謝 をもち、時には目に涙 をた

たえて去る大勢の人々・と握手を交わし

なが ら、私はそのようなことを考えて

いた。

しか し、これらはおおよそ過去のこ

とである。現在 と将来にはまた別の思

いもあった。いつか私はハイウェイを

走る人々と一緒になって、森の丘から

天に向かってそびえ立つ主の宮居のあ

の輝 く尖塔 を、驚異の眼で見上げたこ

とがあった。その とき、心には聖句の

言葉が浮かんできた。山の上に立って

民に教 えられたあの主のみ言葉が。

「山の上にある町は隠れることがで

きない。また、あカ}りをつけて、それ

を枡の下にお く者はいない。むしろ燭

台の上において、家の中のすべての も

のを照させ るのである。そのように、

あなたがたの光 を人々の前に輝かし、

そして、人々があなたがたのよいおこ

ないを見て、天にいますあなたがたの

父をあがめるようにしなさいd(マ タイ

5：14-16)一

今やワシン トン神殿ばか りでな く、

全教会員が、隠れることのできない山

の上の町 となっている。

私 たちは名目のみの教会員が犯罪に

関与 したとき、モルモンだ とことさら

報道され ることに憤慨す るときがある。

他の教会の信者だったら何 も言わない

のに、 という言い分である。

しか しそれは、私たち教会員に対す

る間接の賛辞ではないだろうか。世間

は私たちに より良いものを期待 してお

り、たまたまだれかがつまず くと、そ

れがす ぐニュースに載 るのである。一実

に、私たちは隠れることのできない山

の上の町である。私たちが主の望んで

おられるようになるには、実際に 「選

ばれた種族、王国の神権者、聖なる国

民、神につける民』 とならなければな

らない。 ●「それによって、暗やみから

驚 くべ きみ光に招 き入れて下さったか

たのみわざを、あなたがたが語 り伝 え

るためである」。(欽 定訳1ペ テロ2： 竃

9)

世が時流 を変えずにそのまま進むな

らば(変 わる気配はいっこうにないが)

またその一方で、私たちが予言者の教

えに従い続けたならば、私たちはます

ます世か ら注 目される特殊 な民となっ

てゆ くであろう。具体的に例をあげて

みれば、家庭 の尊厳が世の圧力に屈 し

て崩壊す る一方で、 もし私たちが信仰

を守 り続け家庭を神聖なもの とす る立

場 を見失わないならば、その立場はさ・

らに明白に、ますます対照的に際立っ

たものになってゆ くことであろう。

また、性に関する許容の風潮が広 ま

り続ける中で、1世 紀余 りにわた り一

貫 して教 えられてきた教会の教 えは、

ますます特異に、多くの人に とっては

珍妙 にさえ感 じられるようになるであ
戸



ろう。

各国で甘い広告 に誘われ、年々アル

コール消費量が増えている昨今、1世

紀以上の昔に主によって定め られた私

たちの立場は、世にあってます ます風

変わ りな もの となるであろう。

政府が国民の福祉的な要求を一手に

引き受けて.それを満たそうとす る方向

に進む中で、独立 して社会奉仕 を行 な

う私たちの立場 とその背後にある教義

は、ます ますユニー クになるであろう。

安息 日が買物 日と変わ り果ててゆ く

中で、シナイ山上で主の指 をもって書

かれ、近代の啓示で も強調されたあの

律法の教えに従 う人々は、ますます特

異と思われるであろう。

世 にあ りなが ら世 のもの とならない

ことは、常に容易 とは限らない。私た

ちは、まった く自分たちだけで生 きら

れは しな野 し、それ を望 んでもいない。

私たちは他の人々 と交 わらなければな

らない。そうしてこそ、親切 もでき、

人にも好かれ、独善的な気持や態度 を

避けることができる。だが、私たちは

その中で 自分の標準 を守 らなければな

ちない。さもなければ、世の一般の風

潮が私 たちを捕えるであろう。現に多

くの者がそれに屈 しているのである。

1856年 、私たちがソル トレー ク盆地

であらかた孤立 していた当時、ある者

は自分たちが世 との交わ りか ら離れて

いるか ら安全だ と考 えた。 しか しその

ような考えに対 して、愛する大管長の

祖父にあたるヒーバー ・C・ キンボー

ルは、こう答えている。 「兄弟たち、

私はあなた方に言いたい。間 もな く今

は平和なこの盆地にいろいろな人が混

じり合って住み、神 の民の敵の顔 と聖

徒の顔の区別がむずか しいほどになる

ときが来 るであろうdさ らに続けて

「大いなる選別の ときを用心 しなさい。

多くの者がふるいにかけ られる時期が

あって、大勢が落ちこぼれるであろう

から。試し、試み、試練がや うて くる

と言うのである。はた してだれがそれ

に耐 えられるだろうかd(オ ルソン ・

F・ ホイットニー、L旅 ～oゾ 挽 わθア

C・ κ加めα〃 「ヒーバー ・C・ キンボ

ールの生涯」 〔英文〕P .446)

私はこの試練がどのような性質の も

のか、はっきりとは知 ちない。ただ、

その ときが今で、その試練は世の道に

従うのではな く、いかに福音に従 うか

にかか っていると考えるのである。

社会からの隠遁を唱道するのではな

い。そうではな くて、む しろ私 たちに

は実業、科学、政治、医学、教育その

他価値ある仕事の どれにおいて も、自

分たちの地歩を固める責任 とチャレン

ジが与えられているのである。私たち

には、 自分め手 と心を鍛えて、全人類

の祝福のために世の仕事に秀でるべ き

責任がある。世 の仕事をす るとき、私

たちは他の人々 と共に働かなければな

らない。 しか しそのために、 自分の標

準 を放棄す る必要はない。

私たちは、指導者の勧告 に従 うな ら

ば、家庭の尊厳 を保持す ることがで き

る。そうするときに、まわ りの人々は

敬意をもってその家庭 を見、どうした

わけか と尋ねた くなるであろう。

私たちは国家の根幹 をゆるがすポル

ノグラフィーやわいせつの風潮に対抗

することができる。アルコール飲料の

販売や広告 を規制す る法律 を堅持す る

こともできる。そうするときに、私た

ちは共鳴す る人々 を見出し、手を携 え

て共に闘うことができるであろう。

私たちは困っている人々を政府の手

に渡すのではな く自分たちでよく世話

をし、それによって援助 を受ける人々

の独立 と尊厳を守 ることがで きる。

私たちは安息 日の買物 を慎むことが

で きる。他に6日 もあるとい うのに、

わざわざ日曜 日に家具を買う必要はな

いし、服 を買 う必要 もない。少 し気 を

つけて計画すれば、 日曜日の食料の買

物 も簡単に避けることができる。

私たちがこれらの事柄や教会で教 え

ちれている他の標準を守るとき、世の

多くの人は私たちに敬意を払い、主の

道に従 うようになるであろう。なぜな

ら自分 も正 しいと感 じているからであ

る。

イザヤの言葉にこうある。 「多くの

民は来て言う、 『さあ、われわれは主

の山に登 り、ヤ コブの神の家へ行こう。

彼はその道をわれわれに教 えられる、

われわれはその道に歩 もう』 とd(イ

ザヤ2：3)

私たちは妥協する必要はない。'否、

妥協 してはならないのである。

主が この神権時代に照らしたもうた

あか りは、全世界を照ちすあか りとな

って、私たちの良いわざを見る人々が

天にいます御父をあがめ、私たちが示

す模範にならうようになるのである。

先 日の夜、合衆国のある指導者がワ

シントン神殿を去るにあたって、塔を

見上 げながら言った。 「この美しい建

物は、私たちの偉大な国家、偉大な国

民、数 々の徳の象徴です。私 たちには

そのような象徴が必要なのです」 と。

そのような象徴はワシン トンの神殿

以外にた くさんある。神殿よりもさら

に印象的な象徴が。あなたや私に始ま

って民のすべては、家庭や職場や娯楽

の場でさえ自分の身 をもって人が仰ぎ

見 る山の上の町とな り、地の民が力を

得 る国民の旗 となることができるので

ある。私は、私たちの生ける神である

御方を証 し、救い主であり腰い主であ

る御方 を証する。また、この神であ り

主である方々のみ業が真実であること

を主イエス ・キ リス トのみ名により証

するものである。アー メン。
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1

1974年10月5日 ω 第144回 半期総 大会午後の部 にお ける説教

総大会を人生の転機

とするため に

教会の大会は私たちの生活を変える 一 瞬に

与えられた教訓から、私たちが個人や家族の目

標 を立てることによって

十 二使 徒評 議 員会補 助

J・ 卜一 マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ

愛する兄弟姉妹 、今私はこの大会に

おいて、大いなる主のみたまを強く感

じている。 またこのみ たま を与 え、

私たちを導 く予言者 を与え、またこの

部会およびこれか ら後の部会で私たち

の心を高めて くれる霊感あふれる幹部

の方々をお与えくださったことを、あ

なた方 と共に天父に感謝 したい。 また

この総大会が教会のひ とつの道 しるべ
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とな り、 また 私 た ち の 生 活 の ひ とつ の

転 機 とな る よ うに 心 か ら祈 る もの で あ

る。

過 去4年 に わ た っ て 、 教 会 で は 偉 大

な 驚 くべ き奇 跡 が 行 な わ れ て き た 。 そ

れ は 一 連 の地 域 総 大 会 の 開 催 で あ る 。

1971年 の イ ギ リス の マ ン チ ェ ス ター を

皮切 りに1972年 に は メ キ シ コ ・シ ァ ィ

ー で 、続 い て1973年 に は ド イ ツ の ミ

ュ ンヘ ン で 、 また つ い数 週 間 前 に は 、

ス ウ ェ ー デ ン の ス トッ ク ホ ル ム で 行 な

われ た ば か りで あ る 。 恐 ら くす で に お

聞 きの こ と と思 うが 、 大 管 長 会 は 来年 、

4つ の 地 域 総 大 会 を予 定 して い る、 す

な わ ちブ ラ ジル の サ ンパ ウ ロ 、 ア ル ゼ

ン チ ン の ブ エ ノ ス ア イ レ ス 、 日本 の 東

京 そ し て 韓 国 の ソ ウ ル で あ り、1975年

に は 実 に4倍 の 成 果 を収 め よ う と して

い る。，こ れ こ そ 、 スペ ンサ ー ・W・ キ

ン ボー ル 大 管 長 の 管 理 運 営 を代 表 す る

もの で あ る。 〆

私はこれらの地域総大会の一部始終

を見て きて、主のみたまが世界の諸々

の国々の聖徒の上に確かに注がれてい

ることを知 った。会場設備の確保 と準

備、報道関係、総大会時の輸送機関、

宿泊、食事 、音楽、文化活動等 、総大

会におけるすべての準備は地元の教会

指導者が行なっている。私はこれ らの

聖徒 たち との過去4年 間の親交を通 し

て、主が世界中の教会の指導者を導か

れていることをはっきりと知 ったので

ある。

地域総大会に出席した会員たちは口

々に言っていた。 「私たちにあれだけ

のことができるとは夢にも思いませ ん

でした。私たちは想像 している以上の

指導性をすで に備 えてい るんです。」あ

る会員は 「それはだれ もが予想できな

か ったほどすばらしいものでした。本

当によ く準備され、計画 されていまし

た。 しかも、考えてみて下さい。私た

ち自身でみんな成 し遂げたんです よd

またある会員は 「ここ数週間の準備期

間 というものは、私の会員生活の中で

最良のものでした。私たちがこんなに

もタレン トや才能に恵まれているなん

て思 って もみませんでした」 と言って

いた。

私はこの会員たちの主への愛 を知 り

またこの総大会に出席 しようとす る強

い願いも見てきた。メキシコのチワナ

の10人 の会員たちはメキシコ ・シティ

ーまでの48時 間のバスの切符 を買 うた

めに4ヵ 月も働 いた。そしてせ っか くお

金をためたのに席がない と言われた と

きにも、彼 らは 「構いませんよ。予言

者の声を聞 くためなら立ってでも行き

ますから」と答えた。幸いにバスの中で

も福音の精神は発揮 され、人々は席を

譲 り合ってみんながわずかの間でも座

れ るようにしたと言 つ。

またあるメキシコ入の会員たちは、

洪水によって作物に被害 を受け、この

総大会に出席できないのではないか と

心配 していた。しか し彼らは、断食と

祈 りの末、家財 をなげ うって交通費を

集めたのである。食物 を買うお金など

なかったが、彼 らは少 しも気にしてい



な か っ た 。 総 大 会 が 開 か れ て い る間 は

断 食 し て過 ご そ う と決 め て い た か らで

あ る。 しか し幸 い に も主 が 彼 らの 霊 に

食 物 を お 与 え くだ さ っ た と同 じ よ うに 、

愛 す る他 の 会 員 に よ っ て 食 物 が 分 け 与

え られ た の で あ っ た。

ま た ス カ ン ジ ナ ビ アや フ ィ ン ラ ン ド

の 聖 徒 た ちの 反 響 は そ の典 型 的 な もの

で あ っ た 。 「私 は 会 貝 が 『予 言 者 の メ

ッセ ー ジ を受 け られ る よ うに 霊 的 に 準

備 して お き た い 』 と 口々 に 言 って い る

の を聞 い た」 とあ る指 導 者 が 私 に語 っ

て くれ た 。 人 々 は 自分 た ち の 望 み を す

ぐ実 行 に 移 した 。 総 大 会 前 の 神 殿 訪 問

者 数 が そ の ひ とつ の現 れ で あ る。 多 く

の 地 域 で そ の数 は2倍 に 増 え た。 彼 ら

は 祈 り、 旅 費 を貯 え 、 北 国 の 地 か ら ヨ

ー ロ ッパ 大 陸 を横 切 っ て ス イ ス の神 殿

を訪 問 し 、 主 との 契 約 を新 た に した の

で あ る。

ミュ ンヘ ンの 大 会 で 、 ヨー ロ ッパ の

聖 徒 の 中 に ル イ ジ ・ピ ッテ ィー ノ と い

う北 イ タ リア 地 方 に 住 む ひ と りの 老 人

が い た 。 こ の ピ ッテ ィー ノ兄 弟 は17年

間 も、 わず か1、2名 の 会 員 と 日曜 日

の集 会 を 開 い て い た 。 開会 の 祈 りを し

て 、 聖 典 を読 ん で 話 し合 い 、 そ の 後 聖

餐 を い た だ ぐ とい うや り方 で あ っ た 。

彼 らは 今 や 皆70代 か ら80代 の 老 人 で あ

る 。 本 当 に 寂 し く、 孤 独 で あ っ た に 違

い な い。 しか しそ の ピ ッテ ィ ー ノ兄 弟

が ミュ ンヘ ン の総 大 会 で1万4千 人 の

会 員 と共 に 座 っ て い る 感 動 の場 面 を想

像 して い た だ き た い。

マ ン チ ェス タ ー で の 大 会 の 後 、 ひ と

りの イ ギ リス の会 員 は 次 の よ う に述 べ

て い た 。 「私 は神 権 会 に 集 っ た2千 人

の イ ・ギ リス 人 を、 しか も皆 私 と 同 じ聖

な る神 権 を持 つ 会 貝 た ち を 見 て 、 どん

な に 強 い 感 動 を受 け た か とて も 口 で は

言 い表 わせ ませ んdま た あ る会 員 は

「私 た ち は 今 まで 共 に 歩 ん で き ま した
。

そ れ は 、 主 の み も とに 行 き た い か ら で

す 。」と語 っ て い た 。

私 は 主 の 大 い な る 愛 が こ れ らの 聖 徒 ・

た ち に 注 が れ るの を知 っ た 。 人 々 は数

え き れ な い ほ どの 証 、 主 か ら受 け た祝

福 、 奇 跡 に つ い て 語 っ た 。 そ れ ら は み

な 聖 徒 が 主 の 道 に 励 む と き に与 え ら れ

た もの で あ る。 祈 りに対 す る 答 え を得

た 話 、癒 しの 話 、 改 宗 の 話 、 人 々 の心

の 扉 を 開 け た伝 道 の 話 、 ま た 時 間 と才

能 とお 金 とそ して 自分 自身 まで も主 に

捧 げ た 人 の 話 な ど を 語 っ て くれ た 。

ミュ ンヘ ン の 大 会 で 、 ハ ロ ル ド ・B

・リー 大 管 長 は 使 徒 パ ウ ロ の 言 葉 を一

部 使 っ て 、次 の よ うに 述 べ た 。 「私 た

ち は もは や 、 イ ギ リス 人 で も ドイ ツ 人

で もな く、 フ ラ ン ス 人 で もオ ラ ン ダ 人

で も、 スペ イ ン 人 で も イ タ リア 人 で も

な い 。 私 た ちは 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ

ス ト教 会 の バ プ テ ス マ を受 け た会 員 で

あ っ て 皆 ひ とつ な の で あ る。」(「 聖 徒

の 道 」 、1974年7月 号 、P.324)

ス トッ クホ ル ム で の 大 会 で 、 デ ンマ

ー ク
、 ス ウ ェー デ ン 、 フ ィ ン ラ ン ドの

兄 弟 姉 妹 が ノ ル ウ ェー の 兄 弟 姉 妹 と共

に エ ドワ ー ド ・グ レ イ グ作 曲 の ノル ウ

ェ ー 国 歌 『発 見 』 を歌 って い た 。 そ の

指 揮 者 の 言 葉 は 、 人 々の 心 を啓 発 して

余 りあ る。 「時 々私 た ち は 、 た とえ 教

会 員 同 士 で も、 他 の 国 の 人 に 対 して 警

戒 心 を持 つ もの です 。 しか し こ の フ ィ

ナ ー レ は私 た ち をひ とつ に して くれ ま

した。 今 こ こ に は 一 致 の ス ピ リ ッ トが

何 で も 力 を合 わせ て で き るの だ と い う

ス ピ リットが あ ります 。」(「聖 徒 の 道1974

年11月 号 》P490)そ の 晩 出 席 した す べ

て の 人 々 は こ の 一 致 の み た ま に 包 ま れ

て い た。 数 千 の 人 々 が 立 ち上 が っ て 、

この4つ の 国 々か ら成 る合 唱 団 に惜 し

み な い 拍 手 を送 っ た の で あ る。

しか し兄 弟 姉 妹 、 これ らの 大 会 を通

し て私 が 何 よ り も まず 学 ん だ こ とは 、

私 た ち は いつ も神 の予 言 者 に よ っ て 導

か れ て い る とい うこ と で あ る。 ス トッ

クホ ル ム で の 総 大 会 に 出席 し た 人 は 決

して キ・ン ボー ル 大 管 長 が 語 っ た あ の 助

言 とチ ャ レ ン ジ を忘 れ る こ とは な い で

あ ろ う。 す な わ ち 「この 瞬 間 か ら、 私

た ち は こ の地 に 新 しい 秩 序 を うち 立 て

るの で あ るd事 実 、 彼 ら は 変 わ っ た の

で あ る 。 私 は聖 餐 会 の 出席 者 が 驚 異 的

に 増 加 して い る とい う報 告 を受 け て い

るσ 霊 の 根 は今 、 こ の 予 言 者 を迎 え た

.地に しっ か り と根 ざ した の で あ る 。

私たちは今 この大会に集っているが、

大会から何 を得 ようとしているのだろ

っか。生活を改善することだろうか。

家族 を向上 させることだろうか。それ

ともワー ド部や支部 を変えることだろ

うか。

問題は、大会を通 して 「新 しい秩序」

を私たちの生活の中で うち立てたいと

思っているか ということである。 もし

そうならば、私たちがこの総大会に集

った理由 も明らかである。そ う、私た

ち一人一人が 「新 しい秩序」で出発す

ることである。

ではどのように進めていったらよい

だろっか。ひとつの方法を紹介 しよう。

それは、大会が終わった後に、この会

場か ら約3千 マイル も離れて住んでい

る家族の人でも実行できる方法である。

大会での説教が掲載 されているR聖 徒

の道」が家に届 いたら、す ぐに家族で

その メッセー ジを読むこと。年長の子

供には特定の説教について報告 をさせ

ることである。

ただ読むだけではない。家庭の夕べ

において、この大会のメッセージに基

づいて家族 としての、また個人として

の目標 を立てるのである。 目標は実際

に則 したものにする。例 えば 「毎 日の

祈 りの中に祖母のことを入れる、讃美

歌 を暗記す る、家族の準備状況 を点検
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する、主の望むことを私たちの方法で

はな く主の方法によって行なう、非教

会員を教会に連れて くる」などを目標

とす る。また家族 で目標について話 し

合い、祈って、たびたび検討す る。こ

のように進めて くると、次の ように語

る父親かいてももはや不思議ではない

のである。 「私たちの家族は総大会を、

主か私たちに何 をすべ きかを教 えて く

ださる機会だと思っています。それは

私たちや子供たちにとって言葉以上の

深い意味を持っているのですd

兄弟姉妹、この総大会で受けた教え

は私 た ち に どれ ほ どの 影 響 を与 え る で

あ ろ うか 。 両 親 と して どれ ほ ど大 切 だ

ろ うか 。 ま た 役 員 教 師 と して 、 ま た ホ

ー ム テ ィー チ ャー あ るい は家 庭 訪 問教

師 と して どれ ほ ど重 要 な 意 味 か あ る の

だ う つか 。

私 は これ まで の 総 大 会 の 経 験 か ら、

聖 霊 に 感 動 して 話 さ れ た 言 葉 は 「聖 典 」

の 言 葉 で あ る と い う こ とを証 す る。 主

は 次 の よ うに 語 ら れ た 。 「聖 霊 に 感 じ

た る 時 語 る と こ ろ は こ とご と く聖 典 の

言 とな り、 主 の 言 葉 とな り、 主 の 声 と

な り、 世 を救 い に導 く神 の 能 力 とな る

べ しd(教 義 と聖 約68：4)

私 た ち か こ の 大 会 で 選 ん だ 目標 か 私

た ち に 、 家 族 に 、隣 人 に 、 また 私 た ち

の ワー ド部 や 支 部 の 会 員 た ち に 救 い を

も た らす も の と な る よ う に心 か ら祈 る

もの で あ る。 ま た神 か 生 き て お られ る

こ とを 全 身 全 霊 を もっ て 証 す る。 イ エ

ス は 私 た ち の救 い主 で あ り、 ま た スペ

ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 か 神 の

予 言 者 で あ る こ と を 自分 の 個 人 的 な経

験 を通 して は っ き り と知 っ て い る。 こ

れ らの こ と を イ エ ス ・キ リス トの み 名

に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン。



～

1974年10月4日(金)第144回 半期総大会 午後 の部 にお ける説教

引 き延 ば して はな らな い

系図の探求 と神殿の業 を遅 らせ る

ことのないよ うに

大 祝 福 師

エ ル ドレ ッ ド ・G・ ス ミ ス

ひ と りの天 使 が まだ18歳 に も満 た な

い あ る若 者 の も と を訪 れ 、 自分 は神 の

御 前 よ り遣 わ され た 者 で あ る と告 げ た 。

こ の 天 使 こ そ 、 モ ル モ ン 経 に 記 され た

最 後 の 予 言 者 、 モ ロナ イ で あ る。 そ し

て そ の 若 者 は 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス で あ

っ た 。

モ ロナ イ は 聖 書 か ら数 多 くの 言 葉 を

引 用 し て語 っ た が 、 そ れ は ほ とん ど、

栄 光 の うち に 再 臨 され る イエ ス ・キ リ

ス トの た め に 道 を備 え る時 が す で に き

て い る こ と を宣 言 す る もの で あ っ た 。

その 時 モ ロナ イ は 、マ ラ キ め 言 葉 を次

の よ うに 引 用 した 。 「見 よ 、 わ た しは

わ が 使 者 をつ か わ す 。 彼 は「わ た しの 前

に 道 を備 え る 。 ま た あ な た が たが 求 め

る所 の 主 は 、 た ち ま ち そ の 宮 に 来 る。

見 よ 、 あ な た が た の喜 ぶ 契 約 の使 者 が ・

来 る と、 万 軍 の 主 が 言 わ れ るd(マ ラ

キ3：1)

こ の 言 葉 は 、 主 が 再 び 来 ら れ る と き、

主は 「その宮」すなわち神殿に来 られ

るということを強調 している。言い換

えるなら、主が来 られる神殿が地上に

なければならないとい うことである。

モロナイはまた、聖書の聖句 とは若

干言葉 を変 えて、マラキ書3章 の5節

と6節 を引用 した。

「見よ、主の大いなるおそるべ き日

の来る前に、予言者エ ライジャの手に

よりて、われ神権 を汝に顕さん。

……彼は先祖になされし約束を子 ら

の心に植 え、子 らの心にその先祖 を思

わ しめん。 もし然 らずば、主の来る時、

全地はことごとく荒れ廃れんd(ジ ョ

セブ ・ス ミス2：38、39)

福音が回復 され る過程で予言者 ジョ

セブ ・ス ミスに数々の指示が与えられ

たが、その最初の指示の中で、神殿 と

そこで行なわれ る儀式に関連 した事柄

が示されたことは、非常に意義のある

ことだと思 う。つまりこのことから、

神殿に関する事柄が福音の本質的要素

の中でも極めて重要なものであること

が導 き出せるのである。

このメッセージの中で求め られてい

る事柄 を満たすためには、神殿がなけ

ればならなか った。また、エライジャ

が神権の権能 を携えて来なければなら

なかった。 さらに、先祖の記録を集め

儀試 を行ない、結び固めが行 なわれる

という約束 を成就する教会員が、いな

ければならなかった。

一一 一一一 一一__1

神 は自ら、アダム とイブを夫婦 とし

て最初の家族 を設け られた。 しか し家

族 という組織は、ある程度自分が進歩

したらその後は捨ててしまってもいい

というようなものではない。私たちが

最 も親しさを覚 え、最 も高貴 さを感 じる

ものはすべて、家族に結びついたもの

である。愛が家庭の中心であ り、私た

ちは愛のある所に幸せ をも見出すので

ある。まことに、人が独 りでいるのは

よくない。主はその知恵によって、人

が この地上にあって幸福を得、またそ

の喜びを永遠にわたって保てるように、

ひとつの方法を備 えられた。最 も大 き

な喜 びと幸せは、家族 を通 じてもたら

されるのである。この世の生涯 を通し

てそうで あるならば、次の世において

もなぜそ っで'ないと言えよっか。

家族は非常に大切である。そのため

に主は、福千年の終 りまでに福音を受

け入れるすべてのアダムの子孫が、神

権の権能によって一家族 として共に結

ばれるとい うことを、私たちに明らか

にされた。この神権の権能によってこ

そ、地上において結び固めることは天

で も結び固め られ、地上において結ぶ

ことは天でも結ばれるのである。

この地上に来るすべての人は、受け

入れる気持があれば、福千年の終わる

前にこれ らの結び固めに伴 うあらゆる

祝福 を受ける機会にあずかるに違いな

い。そうでなければ、神は公平である

とは言 えないからである。

これらの結び固めの祝福を得 るため

にはまず、バプテスマの儀式を受けて

イエス ・キ リス トの教会に入る必要が

ある。次いで、この世 において も永遠

にわたっても、夫婦が結び固め られる

ことである。また、永遠の結婚誓約の

もとに生 まれていない子供 たちは、そ

の両親に結び固められなければならな

い。結び固め られた子供は、新 しくか

つ永遠の誓約のもとに生まれたと同様

に、あらゆる祝福 を受けることができ
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るのである。

この律法なしに死んだ者は、身代 り

の儀式によってこれ らの祝福 を受ける

特権にあずかることができる。ここに

私たちの責任がある。私たちはまず、

生きている人々に福音 を教 えなければ

ならない。それか ら、この律法なしに

死んだ先祖の記録 を集めて、彼 らのた

めにこの大切な業 を行 なう必要がある。

末 日に福音が回復 されると、子孫は

心 をその先祖に向ける、 という約束が

先祖に与えられた。この意味は、私た

ちが先祖のために儀 式を行ない、彼ら

に与えられた約束を成就 しなければな

らないとい うことである。これを行な

わなければ、私たち自身の救いも危 く

なるのである。

バプテスマの儀式だけでなく、家族

を永遠の単位 として結び固める儀式 も

この地上で行 なわなければな らないも

のである。まず私たち自身の儀式 を行

ない、次にすでに霊界に行っている先

祖のために身代 りの儀式を行な う。こ

れらの儀式は非常に神聖であるので、

まさにこの 目的のために建てられ、主

に捧げられた聖なる神殿で執 り行なわ

なければならない。

近代の啓示の中で、主は予言者ジョ

セブ ・ス ミスに次のように命 じてお ら

れる。
い

「わが 名 に よ り
、 最 と高 き者 の 住 む

べ き一 つ の 宮 居 を建 て る 。

そ は 彼 来 りた も うて 、 汝 らの す で に

失いたるもの、すなわち彼の取 り

たまい しもの、すなわち完全なる

を再び回復 したもう土地はこのほ

に一つもあらざればな りd(教 義

糸勺124：27、28)

これらの神殿は、最 も重要 であ

つ特別な 目的のために建てられて

生者はここで最 も聖なる儀式を受

家族は永遠に結び固められ るので

神殿は美しい建物であ り、またそ

るべ きであるが、それはただ見る

だけの記念物ではない。そこには

者、死者 を問わずすべての義人が

の祝福にあずか ることので きる、

の道が備えられている。まず生者

て、この聖なる結び固めの儀式 を

それを受けた者は先祖に心を向け

祖か同 じ祝福にあずかれるように

りとして道 を開 くべ きである。

このために、家族の探求 を行な

ければならない。この時代に地上

て、福音を受け入れ、先祖のため

殿の仕事 を行な うことができるよ

これまで多くの選ばれた霊が天に

め置かれてきた。夫あるいは妻、

は夫婦だけが改宗 し、家族の中で

の教会員 となっている例 を私は幾

知 っている。そしてそのほ とんど

合に、立派な系図記録を彼らかあ

は家族のだれかが持 っている。そ

のある人々はその記録を一生懸命

殿に送 り、儀式が施せ るように努

いる。けれ ども、先祖の名前を送

畿
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手元に置いている人々も大勢いる。私

たちは遅 らせてはならない。残 された

時は少ない。神殿の数が増 し、それ と

共に多 くの儀式が行なえるようになっ

た。現在新 しい神殿では、毎 日約3千

以上の儀式 を行 なうことができるので

ある。従って記録 を手元にとどめてい

てはならない。所定の用紙に記入し、

神殿へ送っていただきたい。

主が幾世紀もの間これ らの記録 を保

存す るように人々に霊感 を与えてこら

れたとしても、 もし私たちが悪魔の説

きつけにのって、記録の提出を引き延

ばし神殿の儀式 を行なわなければ、主

の業は くじかれることだろう。このよ

うな話がある。サ タンが使 いの者たち

を集めて、義の軍勢 とどのように戦っ

たらよいか彼らに尋ねた。するとある

者が言った。 「では行って、それは真

実でないと言いましょう。」「いや、そ

薫
轍

一

れは効果がないだろ う」 とサタンが答

えた。そこで次の者が、 「私 は半分だ

け真実だ と言いましょう」 と言 うと、

サタンは 「いや、それでは十分でない」

と答えた。次の者はこう言った。 「で

は出かけて行 って、それはみな真実だ、

だが急 ぐ必要 は全 くないと言いましょ

うdそ こでサタンは 「行け。必ずその

方法は うまくい くだろう」 と言った。

ルシフェルに勝利 をおさめ させ てはな

らない。私たちは先祖のために主の業

を進めなければならない。 さもなけれ

ば、 「主の来る時、全地はことごとく

荒れすたれるであろう。」(ジ ョセブ ・

ス ミス2：39)こ の地球の行 く末は、

私たちがこの神殿の業を行なうか否か

にかかっていると思う。

忠実な行ないによって 自らのふさわ

しさを証明するすべての神の子に救い

と昇栄の祝福 を与えるため、福音はこ

の末 日に回復 された。そしてこれは決

して再びこの世か ら取 り去 られること

はないのである。地球が存在 し、私た

ちがその地球上で生活しているのは、

ひとつの 目的があるからである。それ

はアダムのすべての子孫に、この生涯

の間に永遠の家族を設ける機会 を与え

ることである。

ここで証 を申し上げたい。 この福音

は、私たち一人一人に永遠の家族 をも

たらすため、神権 の権威 と権能 と共に

この末 日に回復 された、イエス ・キリ

ス トの福音である。イエス ・キ リス ト

のみ名によって、アー メン。
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東京第4ワ ー ド部 岡田豊章

生 きがい を求 めて

3年 程前のある夜､本 社への転勤が決まった私は､一 晩

まんじりともせず､自 分の歩んで きた過去の3年 間を振 り

返っていました。･1971年の暮､長 崎の寒い夜で した。｢こ

の3年 間の苦 しかった生活､そ れは私 にとって何だったの

だろうか。私は確かに努 力をした。 しか し私は他人を幸せ

にす ることができたのだろうか。｣

当 時の私は､人 生の 目的と生 きがいを仕事の中に見出そ

うとしていました。10数 名の部下 をあずか り､や るべ き仕

事の目標は数多くあ りました。私は陣頭指揮 をとり､休 日

にも出勤 し､1週 間 というもの子供たちの寝顔 しか見たこ

とがないとレ〕うことも再三再四あ りました。 しか し､ひ と

つの屈折点にさしかかって､自 分の過去 を振 り返 り､自 分

の内部 を､ま た自分の周囲を眺めたとき､何 も残 らない空

虚さを打 ち消す ことができなか ったのです。

東京に出てから､あ る社会教育団体に加わ り､毎 日早朝

か ら人生について勉強 し実践するとい う生活を送 りま したρ

責任ある役 目も与えられ､人 間の生き方について､家 庭の

あり方について深 く考 え教 えられる機会に恵まれました。

そして､過 去の空虚 と思えた苦 しい時代が､決 して無駄で

なかったことを覚 り､充 実 した毎 日を送ってお りました。

しかし､時 が経っにつれて矛盾 もまた目に映るようになり

ました。それは､集 う人々の多 くが､現 世利益 を求め､ま

た団体のあ り方 も指導者の人々のあり方も､創 立者の とき

とは変化 して きているのを感 じない訳にはゆかなかったか

らです。､

2.宣 教 師の訪 れ

そのような時期のある日､ふ たりの外人宣教師が我が家

を訪れ､た どた どしいがよ くわかる日本語で｢家 庭の夕べ｣

のプログラムを紹介し､福 音を伝えて くれたのでしたd
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私はは じめに､｢私 たちは仏教徒であるから家庭の夕べ

のプログラムは受け入れるけれども､キ リス ト教に改宗す

るつ もりはないから私たちに教 えを説 くことは無駄である｣

と申しました。 しか し､外 人宣教師はその意味がわか らな

かったのか､説 くことをやめようとしませんで した。そし

て､日 本に来てか ら1週 間しか経っていないという若い宣

教師が時々 日本語を話すのを不思議に感 じなが ら眺めてお

りました。(このふた りがハ ンナ長老 とペ イン長老です。)

ふたりの宣教師が伝 えて下さった｢家 庭の夕べ｣の プロ

グラムは､私 の心 をひ きつけました。ふたりの宣教師は､

｢このプログラムは,神 様が私たちに下さった ものです。｣

｢私たちは ､家 族 を大切に します。｣と代わる代 わる述べ ま

したが､永 年の間､家 庭 を顧みなかった私に とって､や っ

てみる価値のあるものでした。

このように して､我 が家の｢家 庭の夕べ｣が 始まりまし

た。1974年 の10月 のことです。週に二度､月 曜 日に早 く帰

宅することは､努 力を必要 としましたが､末 の娘がその喜

びを全身にあらわ して迎えて くれたことは､大 層励みにな

りました。讃美歌39番 の .｢家庭の中に愛あらば｣は 私の家

族の合い言葉､支 えとなっていったのです。

宣教師は1毎 週一度訪問 して くれました。大層礼儀正 し

く､親 しみ深 いふたりに､次 第に人格的にひかれ､わ ずか

20歳 前後のこの人たちを支えている何か大 きな力を感 じな

い訳にはいかな くな りました。 こうしてレッスンも続いて

いきました。

ある日､私 の妻は｢宣 教師たちは､教 会か ら給料 をもら

っているのではな く､自 分で蓄えた費用で､学 業や仕事を

休んで2年 間の伝道に来ているのだ｣と 私に告げ ました。

私は大層驚 き､従 来私が見知っていたクりスチャン(主 と.

してカソリック系)の.人 たちとモルモンとは全 く違ってい

ると感 じました。 そして次第に彼 らのこ.とを知 りた くな り

モルモン経を読むようになっていったのです。

3.出 張の と きの 出来事(初 めて祈 る)

昨年の11月 に､私 は大阪である会議 を主催 しました。午

前中の会議 を終えた私 たちはぐ大阪府の南端 にある或 る工

場で引続 き午後の会議 を開 くため､地 下鉄に乗 り難波駅で

南海電車に乗換える必要がありました。 ところが一行の り

ちの3人 が迷子になってしまったのです。私は会議 を主催

し､皆 を案内して工場 まで行 き､再 び午後の決め られた時

間か ら会議 を再開す る責任があ りました。丁度､難 波駅 は

改装 中であ り､い つ もの出入口が閉鎖されていて､土 地不

案内の者が迷子になる条件が揃っていました。私は懸命に

3人 を捜 しまわ りましたか､彼 らを見出す ことはできず､

電車の発車時間は刻一刻 と迫っていました。私は仕方な く

残 った人たちを定刻の電車に乗せ､私 はひ とり残って彼ら

を捜 し､次 の急行電車で最寄 りの駅 に下車 してタクシーで

工場へ行 くことにしました。そして車の手配 を電話で依頼
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間が な い か ら… … と､時 間 の こ とを連 発 し ま し た。 と うと

う私 は､中 途 で か ん し ゃ く玉 を破 裂 させ て し ま い､楽 しい

雰 囲 気 は一 度 に シ ラ ケ て し ま い ま し た。 私 は 自分 の 至 らな

さ を感 じ､こ れ だ け 考 え､私 ひ と りが 準 備 した の に家 族 は

感 謝 して くれ な い とい う恩 着 せ が ま しい 気 持 が 働 い て い た

こ と を悟 りま した 。 自分 の こ と しか 考 え な い､へ り くだ る

心 の 乏 しい 自分 に 気づ き ま したも け れ ど も､カ ン シ ャ ク玉

を破 裂 させ た あ とで す か ら､取 り返 しが つ き ませ ん 。 で も､

家 庭 の 夕べ が 終 っ て か ら､す ば ら し い こ とが 起 こ っ た の で

す 。 そ れ まで は､毎 週 の 家 庭 の 夕べ の プ ロ グ ラ ム は 私 が 中

心 に な って 作 っ て き ま し た。 と こ ろ が 今 度 は､子 供 た ち が

そ れ を 自分 た ち の手 で や り始 め た の で す 。 これ は 私 が 願 い

続 け て い た こ とで した 。 私 は 何 も言 わ な い の に､子 供 た ち

が 共 同 で す ば ら し い家 庭 の 夕べ ゐ プ ロ グ ラ ム を作 りあ げ て

い くの で す 。 今､私 の 家 の 茶 の 間 に は､来 週 の 月 曜 日の 家

庭 の 夕べ の プ ロ グ ラ ム が 張 っ て あ ります 。 とて も カ ラ フ ル

で､漫 画 入 りで､楽 し く書 か れ て い ます 。 そ れ は 子 供 た ち

が 作 っ た もの です 。

私 は､主 な る神 様 が 生 き て い ら っ し ゃ っ て､私 た ちの 家

族 の た め に もす ば ら し い恵 み と祝 福 を与 え て 下 さ っ て い る

こ と を真 実 知 る こ とが で き ま した こ と を感 謝 して い ま す。

｢家 庭 の 夕べ｣は ､主 な る神 様 が 私 た ち に 下 さっ たす ば ら

しい贈 りもの で あ る こ と を証 し ます 。

7.知 恵 の 言 葉

知 恵 の 言 葉 に つ い て 宣 教 師 か ら学 び､そ れ へ の チ ャ レ ン

ジ を始 め た の は､12月21日､ま さ に忘 年 会 の 季 節 で し た 。

私 は､お 正 月 を境 に して の､こ の 困難 な 時 期 に､知 恵 の 言

葉 を守 り抜 き ま した 。 私 は､意 志 の 力 と体 の 不 調 を理 由 に

して こ れ を守 っ た の で す 。

しか し､試 しの 時 期 に､こ の よ うな 守 り方 は も ろ く も崩

れ 去 り ま し た 。私 は 三 度 も連 続 し て知 恵 の 言 葉 を守 る こ と

が で き ませ ん で し た 。バ プ テ ス マ の予 定 日を一 週 間 後 に 控

え て の この 敗 北 の た め に､私 は 監 督 に 申 し出 て 予 定 日 を延

期 して い た だ き ま した 。

そ の とき､私 は 山下 兄 弟 か ら祈 りの 重 要 さ を教 え ら れ ま

した 。 あ る兄 弟 は証 の テ ー プ を 貸 して 下 さ り､励 ま し て下

さい ま した 。

私 は､知 恵 の 言葉 を守 る とい う こ とが､イ エ ス･キ リス

トを信 ず るか 否 か と い う こ と と同 義 で あ る こ と を悟 り ま し

た。 私 は､神 に助 け を求 め､私 の 同 僚 や 会 社 の 人 々や 取 引

先 の 人 々 に､私 が 末 日聖 徒 と して 生 き る決 心 を して い る こ

と を明 らか に して い き ま し た 。

私 が 末 日聖 徒 た らん と して い る こ とを 天 下 に表 明 す る こ

とに よ っ て､知 恵 の 言 葉 を 守 る とい うこ とは､祝 福 さ れ て

続 け る こ とが で き､つ い に 私 た ち 家 族 は そ ろ っ て3月15日

に バ プ テ ス マ を受 け る こ とが で き ま した 。

手話で伝 える神 さまの声

横浜ワー ド部

田 中靖也 璽

私が小学校に入る年に私の父の勤めていた工場が爆発 し､

そばに居た父はそのため､吹 き飛ばされ瀕死の重傷 を負い

ました。腸が10ヵ 所裂けてしまったのです。そして今ある

か どうか判 りませんが､当 時､川 崎にあった日本鋼管病院

に運ばれ ました。そして奇跡的に助か りました。 しか しそ

れ以来､寝 た きりの状態で､外 に出て働 くことができな く

な りましたので､生 活の糧を得 るため､母 が代 って勤めに

出るようになりました。必然的に私 と兄の二人は学校か ら

帰 ると母が帰って来て夕食の仕度 をするまでに､掃 除をし

た り､ご はん を炊いた りしました。私はこのような家庭に

育 ちました。 もちろん経済的には恵まれてお りませんでし

た。 しか し､隣 り近所 の人々の温かい思いや りと親切 と犠

牲的奉仕の中で成長 して来ました。

今でもはっきりと覚えていますが､父 は丸3年 寝たきり

だったのがその後少 しずつ起 き上がれるようにな り､私 が

小学校5年 生の時には､家 事がで きるようになるまで回復

しました。 それで家計の足しに しようと､山 羊を飼っこと

にな りました。 山羊の乳 をしぼってそれを配るのです。 こ

のため､私 の責任は､学 校から帰 ると小 さな乳母車を改造

した荷車を押 して八百屋 さんや豆腐屋さんを回 り､山 羊の

えさとなる野菜の切れ端や豆腐の残 りかすであるおからを

もらって来ることで した。小さいながらもその姿を同級生

に見られたら恥ずか しい という気持がありましたが､入 百

屋さんなどはいつ もこう言って私 を励まして くれました。
｢坊や ､待 ってたよ。坊やのために特別に野菜の切れ端 を

取って置いたよ。坊やは感心だねえ。いつまでもお父さん

やお母 さんに孝行するんだよ。明 日もまた､取 ってお くよ。

がんば りな。｣私は本当に嬉 しくなりました。そして恥ずか

しい という気持 を持ったことが恥ずか しくな り､八 百屋の

お じさんが好 きにな りました。.これは一例ですが､私 はこ
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